
令和年月日 月曜日 (号外特第号)官 報

十
五

日
本
国
と
大
韓
民
国
と
の
間
の
両
国
に
隣
接
す
る
大
陸
棚
の
南
部
の
共
同
開
発
に
関
す
る
協
定
の
実
施
に
伴

う
石
油
及
び
可
燃
性
天
然
ガ
ス
資
源
の
開
発
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
施
行
に
伴
う
鉱
山
保
安
法
に
基
づ
く
省
令

の
適
用
の
特
別
措
置
等
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
五
十
三
年
通
商
産
業
省
令
第
七
十
号
）
様
式
第
一
号
か
ら
様
式
第

四
号
ま
で

十
六

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則（
昭
和
五
十
四
年
通
商
産
業
省
令
第
七
十
四
号
）

様
式
第
十
、
様
式
第
十
三
、
様
式
第
十
五
、
様
式
第
十
七
、
様
式
第
三
十
一
、
様
式
第
三
十
四
、
様
式
第
三
十
六

及
び
様
式
第
三
十
八

十
七

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
保
安
規
則
（
昭
和
六
十
一
年
通
商
産
業
省
令
第
八
十
八
号
）
様
式
第
一
か
ら
様
式
第
三
ま

で
、
様
式
第
十
二
、
様
式
第
二
十
七
、
様
式
第
三
十
四
の
八
、
様
式
第
三
十
四
の
十
、
様
式
第
三
十
四
の
十
一
及

び
様
式
第
三
十
四
の
十
一
の
二

十
八

液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び
取
引
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
九
年
通
商
産
業
省
令

第
十
一
号
）
様
式
第
一
、
様
式
第
三
、
様
式
第
六
か
ら
様
式
第
七
の
二
ま
で
、
様
式
第
九
、
様
式
第
九
の
二
、
様

式
第
十
一
、
様
式
第
十
二
、
様
式
第
十
九
、
様
式
第
二
十
一
か
ら
様
式
第
二
十
二
の
二
ま
で
、
様
式
第
二
十
四
か

ら
様
式
第
二
十
五
ま
で
、
様
式
第
二
十
八
、
様
式
第
三
十
五
、
様
式
第
四
十
三
及
び
様
式
第
五
十

十
九

高
圧
ガ
ス
保
安
法
に
基
づ
く
指
定
試
験
機
関
等
に
関
す
る
省
令
（
平
成
九
年
通
商
産
業
省
令
第
二
十
三
号
）

様
式
第
一
、
様
式
第
四
か
ら
様
式
第
九
ま
で
、
様
式
第
十
一
、
様
式
第
十
五
、
様
式
第
十
五
の
二
、
様
式
第
十
五

の
六
、
様
式
第
十
六
、
様
式
第
二
十
、
様
式
第
二
十
一
、
様
式
第
二
十
五
、
様
式
第
二
十
六
、
様
式
第
三
十
、
様

式
第
三
十
一
、
様
式
第
三
十
五
、
様
式
第
三
十
五
の
二
及
び
様
式
第
三
十
五
の
六

二
十

弁
理
士
法
施
行
規
則
（
平
成
十
二
年
通
商
産
業
省
令
第
四
百
十
一
号
）
様
式
第
一
か
ら
様
式
第
六
ま
で
及
び

様
式
第
八
か
ら
様
式
第
十
ま
で

二
十
一

商
店
街
振
興
組
合
法
施
行
規
則
（
平
成
十
九
年
経
済
産
業
省
令
第
十
二
号
）
様
式
第
一
か
ら
様
式
第
十
一

ま
で

二
十
二

輸
出
入
取
引
法
施
行
規
則
（
平
成
十
九
年
経
済
産
業
省
令
第
二
十
七
号
）様
式
第
三
か
ら
様
式
第
八
ま
で
、

様
式
第
十
、
様
式
第
十
二
、
様
式
第
十
四
及
び
様
式
第
十
七
か
ら
様
式
第
十
九
ま
で

二
十
三

国
際
相
互
承
認
に
係
る
容
器
保
安
規
則
（
平
成
二
十
八
年
経
済
産
業
省
令
第
八
十
二
号
）
様
式
第
一
か
ら

様
式
第
三
ま
で
、
様
式
第
六
、
様
式
第
七
、
様
式
第
九
、
様
式
第
十
三
か
ら
様
式
第
十
五
ま
で
、様
式
第
二
十
二
、

様
式
第
二
十
三
、
様
式
第
二
十
五
及
び
様
式
第
二
十
六

第
二
条

次
に
掲
げ
る
省
令
の
規
定
又
は
様
式
中
「記

名
押
印

」
を
「記

名

」
に
改
め
る
。

一

火
薬
類
取
締
法
施
行
規
則
第
六
十
七
条
の
十
一

二

経
済
産
業
省
関
係
特
定
製
品
の
技
術
上
の
基
準
等
に
関
す
る
省
令（
昭
和
四
十
九
年
通
商
産
業
省
令
第
十
八
号
）

第
四
十
九
条
第
一
項
及
び
第
三
項

三

揮
発
油
等
の
品
質
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
四
十
二
条
第
七
号

四

日
本
国
と
大
韓
民
国
と
の
間
の
両
国
に
隣
接
す
る
大
陸
棚
の
南
部
の
共
同
開
発
に
関
す
る
協
定
の
実
施
に
伴
う

石
油
及
び
可
燃
性
天
然
ガ
ス
資
源
の
開
発
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
三
年
通
商
産
業
省
令
第

二
十
九
号
）
第
五
条
第
二
項
、
第
六
条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
十
三
条
第
一
項
及
び
第
三
項

五

深
海
底
鉱
業
暫
定
措
置
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
七
年
通
商
産
業
省
令
第
三
十
四
号
）
第
六
条
第
四
項
、
第
七

条
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
十
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項

第
三
条

次
に
掲
げ
る
省
令
の
様
式
中
「印

」
を
削
る
。

一

鉱
業
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
通
商
産
業
省
令
第
二
号
）
様
式
第
四
か
ら
様
式
第
七
ま
で
、
様
式
第
九
か

ら
様
式
第
十
三
の
一
ま
で
、
様
式
第
十
三
の
三
、
様
式
第
十
三
の
五
か
ら
様
式
第
二
十
五
ま
で
、
様
式
第
三
十
五

及
び
様
式
第
三
十
八
か
ら
様
式
第
四
十
四
ま
で

〇
経
済
産
業
省
令
第
九
十
二
号

火
薬
類
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
及
び
関
係
法
令
の
規
定
に
基
づ
き
、
並
び
に
関
係
法
令
を

実
施
す
る
た
め
、
押
印
を
求
め
る
手
続
の
見
直
し
等
の
た
め
の
経
済
産
業
省
関
係
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次

の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
二
年
十
二
月
二
十
八
日

経
済
産
業
大
臣

梶
山

弘
志

押
印
を
求
め
る
手
続
の
見
直
し
等
の
た
め
の
経
済
産
業
省
関
係
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

第
一
条

次
に
掲
げ
る
省
令
の
様
式
中
「

」
を
削
る
。

一

火
薬
類
取
締
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
通
商
産
業
省
令
第
八
十
八
号
）
様
式
第
一
、
様
式
第
六
か
ら
様
式

第
十
ま
で
、
様
式
第
二
十
七
、
様
式
第
二
十
九
、
様
式
第
三
十
、
様
式
第
三
十
六
、
様
式
第
四
十
一
及
び
様
式
第

五
十

二

特
許
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
通
商
産
業
省
令
第
十
号
）
様
式
第
五
、
様
式
第
六
、
様
式
第
七
、
様
式
第

十
、
様
式
第
十
二
、
様
式
第
十
二
の
二
、
様
式
第
十
四
、
様
式
第
十
五
、
様
式
第
十
五
の
五
、
様
式
第
十
七
、
様

式
第
二
十
三
、
様
式
第
五
十
六
か
ら
様
式
第
六
十
一
ま
で
、様
式
第
六
十
一
の
三
か
ら
様
式
第
六
十
一
の
五
ま
で
、

様
式
第
六
十
二
か
ら
様
式
第
六
十
四
の
二
ま
で
、
様
式
第
六
十
五
、
様
式
第
六
十
五
の
三
、様
式
第
六
十
五
の
五
、

様
式
第
六
十
五
の
五
の
二
、
様
式
第
六
十
五
の
七
、
様
式
第
六
十
五
の
八
、
様
式
第
六
十
五
の
十
、
様
式
第
六
十

五
の
十
二
、
様
式
第
六
十
五
の
十
四
、
様
式
第
六
十
五
の
十
六
、
様
式
第
六
十
五
の
十
八
、
様
式
第
六
十
五
の
二

十
、
様
式
第
六
十
五
の
二
十
二
、
様
式
第
六
十
五
の
二
十
四
、
様
式
第
六
十
五
の
二
十
六
及
び
様
式
第
六
十
六

三

実
用
新
案
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
通
商
産
業
省
令
第
十
一
号
）
様
式
第
八
の
二

四

意
匠
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
通
商
産
業
省
令
第
十
二
号
）
様
式
第
二
十
の
二

五

商
標
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
通
商
産
業
省
令
第
十
三
号
）
様
式
第
十
五
及
び
様
式
第
十
六

六

割
賦
販
売
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
通
商
産
業
省
令
第
九
十
五
号
）様
式
第
二
か
ら
様
式
第
二
十
一
ま
で
、

様
式
第
二
十
三
か
ら
様
式
第
二
十
七
ま
で

七

容
器
保
安
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
通
商
産
業
省
令
第
五
十
号
）
様
式
第
一
か
ら
様
式
第
六
ま
で
、
様
式
第
九
、

様
式
第
十
、
様
式
第
十
二
、
様
式
第
十
六
、
様
式
第
十
七
、
様
式
第
二
十
五
、
様
式
第
二
十
七
、
様
式
第
二
十
九

及
び
様
式
第
三
十
一

八

冷
凍
保
安
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
通
商
産
業
省
令
第
五
十
一
号
）
様
式
第
一
、様
式
第
三
か
ら
様
式
第
四
ま
で
、

様
式
第
十
三
の
二
、
様
式
第
十
六
か
ら
様
式
第
十
八
ま
で
、
様
式
第
二
十
九
、
様
式
第
三
十
一
、様
式
第
三
十
三
、

様
式
第
三
十
五
、
様
式
第
四
十
一
及
び
様
式
第
四
十
三

九

液
化
石
油
ガ
ス
保
安
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
通
商
産
業
省
令
第
五
十
二
号
）
様
式
第
一
、
様
式
第
三
か
ら
様
式

第
四
ま
で
、
様
式
第
七
、
様
式
第
八
、
様
式
第
十
、
様
式
第
二
十
一
の
二
、
様
式
第
二
十
三
か
ら
二
十
六
ま
で
、

様
式
第
三
十
及
び
様
式
第
四
十
七

十

一
般
高
圧
ガ
ス
保
安
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
通
商
産
業
省
令
第
五
十
三
号
）
様
式
第
一
、
様
式
第
三
か
ら
様
式

第
四
ま
で
、
様
式
第
七
、
様
式
第
八
、
様
式
第
十
、
様
式
第
二
十
一
の
二
、
様
式
第
二
十
四
か
ら
様
式
第
二
十
七

ま
で
、
様
式
第
二
十
九
の
二
、
様
式
第
三
十
一
、
様
式
第
四
十
八
、
様
式
第
五
十
五
の
八
及
び
様
式
第
五
十
五
の

十
か
ら
様
式
第
五
十
五
の
十
一
の
二
ま
で

十
一

電
気
工
事
業
の
業
務
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
通
商
産
業
省
令
第
百
三
号
）
様

式
第
二
十
四
か
ら
様
式
第
二
十
七
ま
で

十
二

金
属
鉱
業
等
鉱
害
対
策
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
通
商
産
業
省
令
第
六
十
号
）
様
式
第
一
か

ら
様
式
第
十
五
ま
で

十
三

特
定
設
備
検
査
規
則
（
昭
和
五
十
一
年
通
商
産
業
省
令
第
四
号
）
様
式
第
一
、
様
式
第
二
、
様
式
第
八
、
様

式
第
九
、
様
式
第
十
一
、
様
式
第
十
四
か
ら
様
式
第
十
六
ま
で
、
様
式
第
二
十
五
及
び
様
式
第
二
十
七

十
四

揮
発
油
等
の
品
質
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
二
年
通
商
産
業
省
令
第
二
十
四
号
）
様

式
第
一
、
様
式
第
三
、
様
式
第
四
、
様
式
第
五
、
様
式
第
六
か
ら
様
式
第
八
の
二
ま
で
、
様
式
第
八
の
四
か
ら
様

式
第
八
の
十
二
ま
で
、
様
式
第
八
の
十
四
か
ら
様
式
第
十
三
ま
で
、
様
式
第
十
四
の
二
か
ら
様
式
第
十
六
ま
で
、

様
式
第
十
八
の
二
の
二
か
ら
様
式
第
十
八
の
五
ま
で
、
様
式
第
十
九
の
二
か
ら
様
式
第
二
十
一
ま
で
、
様
式
第
二

十
三
か
ら
様
式
第
二
十
七
ま
で
及
び
様
式
第
三
十





（
輸
出
貿
易
管
理
規
則
の
一
部
改
正
）

第
六
条

輸
出
貿
易
管
理
規
則
（
昭
和
二
十
四
年
通
商
産
業
省
令
第
六
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
三
項
を
削
り
、
同
条
第
四
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
五
項
を
同
条
第
四
項
と
す
る
。

令和年月日 月曜日 (号外特第号)官 報

二

武
器
等
製
造
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
八
年
通
商
産
業
省
令
第
四
十
三
号
）
様
式
第
二
、
様
式
第
三
、
様
式
第

六
及
び
様
式
第
八
か
ら
様
式
第
十
五
ま
で

三

商
工
会
議
所
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
八
年
通
商
産
業
省
令
第
五
十
二
号
）
様
式
第
二
か
ら
様
式
第
七
ま
で
及

び
様
式
第
九
か
ら
様
式
第
十
四
ま
で

四

水
洗
炭
業
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
三
年
通
商
産
業
省
令
第
八
十
六
号
）
様
式
第
一
か
ら
様
式
第

四
ま
で

五

割
賦
販
売
法
施
行
規
則
様
式
第
一
、
様
式
第
二
十
二
、
様
式
第
二
十
八
か
ら
様
式
第
三
十
一
ま
で

六

ガ
ス
事
業
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
通
商
産
業
省
令
第
九
十
七
号
）
様
式
第
三
十
、
様
式
第
六
十
九
、
様

式
第
八
十
、
様
式
第
八
十
一
及
び
様
式
第
八
十
四
か
ら
様
式
第
八
十
六
ま
で

七

石
油
需
給
適
正
化
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
九
年
通
商
産
業
省
令
第
一
号
）
様
式
第
一
、
様
式
第
二
及
び
様
式

第
四
か
ら
様
式
第
六
ま
で

八

石
油
の
備
蓄
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
一
年
通
商
産
業
省
令
第
二
十
六
号
）
様
式
第
一

か
ら
様
式
第
七
ま
で
、
様
式
第
十
、
様
式
第
十
四
か
ら
様
式
第
二
十
二
ま
で
、
様
式
第
二
十
五
か
ら
様
式
第
四
十

三
ま
で

九

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
様
式
第
四
十
三
か
ら
様
式
第
四
十
五
ま
で

十

エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
士
の
試
験
及
び
免
状
の
交
付
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
九
年
通
商
産
業
省
令
第
十
五
号
）

様
式
第
五
、
様
式
第
十
五
及
び
様
式
第
二
十
七

十
一

航
空
機
工
業
振
興
法
施
行
規
則
（
昭
和
六
十
一
年
通
商
産
業
省
令
第
二
十
七
号
）
様
式
第
一

十
二

電
気
事
業
法
施
行
規
則
（
平
成
七
年
通
商
産
業
省
令
第
七
十
七
号
）
様
式
第
三
十
一
の
十
七
及
び
様
式
第
三

十
八
の
三

十
三

エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
講
習
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
一
年
通
商
産
業
省
令
第
四
十
八
号
）
様
式
第
六

十
四

中
小
企
業
等
経
営
強
化
法
施
行
規
則
（
平
成
十
一
年
通
商
産
業
省
令
第
七
十
四
号
）
様
式
第
一
、
様
式
第
二

及
び
様
式
第
六
か
ら
様
式
第
九
ま
で

十
五

特
定
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則（
平
成
十
二
年
通
商
産
業
省
令
第
百
五
十
一
号
）

様
式
第
一
か
ら
様
式
第
五
ま
で
及
び
様
式
第
八
か
ら
様
式
第
十
三
ま
で

十
六

原
子
力
発
電
環
境
整
備
機
構
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
二
年
通
商
産
業
省
令
第
百
五
十
二
号
）
様
式
第
一
か

ら
様
式
第
十
一
ま
で

十
七

中
小
企
業
診
断
士
の
登
録
等
及
び
試
験
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
二
年
通
商
産
業
省
令
第
百
九
十
二
号
）
様

式
第
十
一

十
八

経
済
連
携
協
定
に
基
づ
く
特
定
原
産
地
証
明
書
の
発
給
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
七
年
経
済
産

業
省
令
第
九
号
）
様
式
第
一
の
二

十
九

原
子
力
発
電
に
お
け
る
使
用
済
燃
料
の
再
処
理
等
の
実
施
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
七
年
経
済
産

業
省
令
第
八
十
二
号
）
様
式
第
一
、
様
式
第
三
か
ら
様
式
第
五
ま
で
、
様
式
第
七
及
び
様
式
第
八

二
十

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
事
業
者
に
よ
る
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
利
用
及
び
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
原
料
の
有
効
な
利

用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十
二
年
経
済
産
業
省
令
第
四
十
三
号
）
様
式
第
一
か
ら
様
式
第
十

ま
で

二
十
一

経
済
産
業
省
関
係
産
業
競
争
力
強
化
法
施
行
規
則
（
平
成
二
十
六
年
経
済
産
業
省
令
第
一
号
）様
式
第
十
、

様
式
第
十
一
、
様
式
第
二
十
四
か
ら
様
式
第
二
十
六
ま
で
、
様
式
第
二
十
八
、
様
式
三
十
三
及
び
様
式
第
三
十
四

二
十
二

使
用
済
燃
料
再
処
理
機
構
に
関
す
る
省
令
（
平
成
二
十
八
年
経
済
産
業
省
令
第
八
十
九
号
）
様
式
第
一
か

ら
様
式
第
九
ま
で
及
び
様
式
第
十
一

二
十
三

電
気
事
業
者
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
調
達
に
関
す
る
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
指
定
入
札
機

関
に
関
す
る
省
令
（
平
成
二
十
九
年
経
済
産
業
省
令
第
五
号
）
様
式
第
一
か
ら
第
四
号
ま
で

二
十
四

経
済
産
業
省
関
係
福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
施
行
規
則（
平
成
二
十
九
年
経
済
産
業
省
令
第
四
十
四
号
）

様
式
第
一

二
十
五

エ
チ
レ
ン
の
重
合
体
の
う
ち
バ
イ
オ
マ
ス
か
ら
製
造
し
た
も
の
の
証
明
書
の
発
給
に
関
す
る
省
令
（
平
成

三
十
一
年
経
済
産
業
省
令
第
四
十
二
号
）
別
記
様
式

第
四
条

次
に
掲
げ
る
省
令
の
様
式
中
「

」
を
削
る
。

一

電
気
工
事
士
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
通
商
産
業
省
令
第
九
十
七
号
）
様
式
第
五
の
七
か
ら
様
式
第
五
の

十
五
ま
で

二

発
電
水
力
流
量
測
定
規
則
（
昭
和
四
十
年
通
商
産
業
省
令
第
五
十
五
号
）
様
式
第
五

三

電
気
事
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置
に
関
す
る
省
令
（
平
成
二
十
八
年
経

済
産
業
省
令
第
三
十
三
号
）
附
則
第
二
条
第
二
項
及
び
第
三
項
に
規
定
に
よ
り
な
お
効
力
を
有
す
る
も
の
と
し
て

読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
ガ
ス
事
業
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
九
年
経
済
産
業
省
令

第
十
五
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
ガ
ス
事
業
法
施
行
規
則（
昭
和
四
十
五
年
通
商
産
業
省
令
第
九
十
七
号
）（
以
下「
ガ

ス
事
業
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
ガ
ス
事
業
法
施
行
規
則
」
と
い
う
。）様
式
第

八
か
ら
様
式
第
十
二
ま
で
、
様
式
第
四
十
六
及
び
様
式
第
四
十
七

四

揮
発
油
等
の
品
質
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
様
式
第
三
の
二

五

特
定
ガ
ス
消
費
機
器
の
設
置
工
事
の
監
督
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
四
年
通
商
産
業
省
令
第
七
十

七
号
）
様
式
第
一
か
ら
様
式
第
十
の
三
ま
で

六

指
定
製
造
事
業
者
の
指
定
等
に
関
す
る
省
令
（
平
成
五
年
通
商
産
業
省
令
第
七
十
七
号
）
様
式
第
四

七

化
学
兵
器
の
禁
止
及
び
特
定
物
質
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則（
平
成
七
年
通
商
産
業
省
令
第
四
十
号
）

様
式
第
一
か
ら
様
式
第
五
ま
で
、
様
式
第
六
（
裏
面
）、
様
式
第
七
か
ら
様
式
第
十
ま
で
及
び
様
式
第
十
二
か
ら

様
式
第
二
十
二
ま
で

八

電
気
事
業
法
施
行
規
則
様
式
第
六
十
七
条
の
二
か
ら
様
式
第
六
十
七
の
四
ま
で
、
様
式
第
六
十
八
及
び
様
式
第

七
十
二

九

対
人
地
雷
の
製
造
の
禁
止
及
び
所
持
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
一
年
通
商
産
業
省
令
第
十

号
）
様
式
第
一
か
ら
様
式
第
六
ま
で
、
様
式
第
八
及
び
様
式
第
九

十

ク
ラ
ス
タ
ー
弾
等
の
製
造
の
禁
止
及
び
所
持
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十
二
年
経
済
産
業

省
令
第
三
十
八
号
）
様
式
第
一
か
ら
様
式
第
五
ま
で
、
様
式
第
七
及
び
様
式
第
八

十
一

広
域
的
運
営
推
進
機
関
に
関
す
る
省
令
（
平
成
二
十
六
年
経
済
産
業
省
令
第
三
十
六
号
）
様
式
第
一
か
ら
様

式
第
十
四
ま
で

十
二

電
気
事
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
附
則
第
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
分
割
証
明
情
報
に
係
る
申

請
手
続
に
関
す
る
省
令
（
平
成
二
十
八
年
経
済
産
業
省
令
第
二
十
号
）
様
式
第
一

十
三

地
域
経
済
牽
引
事
業
の
促
進
に
よ
る
地
域
の
成
長
発
展
の
基
盤
強
化
に
関
す
る
法
律
第
二
十
三
条
第
三
項
の

規
定
に
よ
る
商
標
権
の
譲
受
け
の
申
請
手
続
に
関
す
る
省
令
（
平
成
二
十
九
年
経
済
産
業
省
令
第
五
十
九
号
）
様

式
十
四

電
気
事
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
附
則
第
四
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
分
割
証
明
情
報
に
係

る
申
請
手
続
に
関
す
る
省
令
（
令
和
二
年
経
済
産
業
省
令
第
七
十
号
）
様
式
第
一

（
発
電
水
力
調
査
図
表
類
交
付
規
則
の
一
部
改
正
）

第
五
条

発
電
水
力
調
査
図
表
類
交
付
規
則
（
大
正
三
年
逓
信
省
令
第
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
号
書
式
中
「
㊞
」
を
削
る
。





別 表 第 一 か ら 別 表 第 一 の 三 ま で 及 び 別 表 第 二 中

「記名押印
又は署名
住 所」

を

「氏 名 又 は 名 称
及び代表者の氏名
住 所」

に 改 め る 。

別 表 第 六 中

「届出者
記名押印
又は署名
住 所」

を

「届 出 者
氏 名 又 は 名 称
及び代表者の氏名
住 所」

に 改 め る 。

（ 輸 入 貿 易 管 理 規 則 の 一 部 改 正 ）

第 七 条 輸 入 貿 易 管 理 規 則 （ 昭 和 二 十 四 年 通 商 産 業 省 令 第 七 十 七 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

を

「申 請 者
氏 名 又 は 名 称
及び代表者の氏名

住 所
電 話 番 号


資 格
申請年月日


別 表 第 一 中


」

に 、「銀行等又は資金移動業者確認印」 を「銀行等又は資金移動業者確認欄」 に 改 め る 。

別 表 第 三 中

「届出者
記名押印
又は署名
住 所」

を

「届 出 者
氏 名 又 は 名 称
及び代表者の氏名
住 所」

に 改 め る 。

「
申請者名

住 所
電話番号


記名押印又
は 署 名

資 格
申請年月日
」

令
和

年


月


日
月
曜
日

(号
外
特
第



号
)

官
報

（ 火 薬 類 取 締 法 施 行 規 則 の 一 部 改 正 ）

第 八 条 火 薬 類 取 締 法 施 行 規 則 の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

様 式 第 二 か ら 様 式 第 五 ま で 、 様 式 第 十 四 、 様 式 第 十 六 か ら 様 式 第 十 八 ま で 、 様 式 第 二 十 か ら 様 式

第 二 十 二 ま で 、 様 式 第 二 十 四 か ら 様 式 第 二 十 六 ま で 、 様 式 第 二 十 八 、 様 式 第 三 十 七 か ら 様 式 第 四 十

ま で 及 び 様 式 第 四 十 二 か ら 様 式 第 四 十 五 ま で 中 「 」 及 び 「３ 氏名（法人にあつてはその代表者
の氏名）を記載し、押印することに代えて、署名することができる。この場合において、署名は必
ず本人が自署するものとする。 」 又 は 「４ 氏名（法人にあつてはその代表者の氏名）を記載し、押
印することに代えて、署名することができる。この場合において、署名は必ず本人が自署するもの
とする。 」 を 削 り 、 様 式 第 十 一 中 「記名押印 」 を 「氏名 」 に 改 め る 。

（ 鉱 業 法 施 行 規 則 の 一 部 改 正 ）

第 九 条 鉱 業 法 施 行 規 則 の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 四 条 第 二 項 、 第 六 条 第 一 項 、 第 六 条 第 三 項 、 第 十 九 条 第 一 項 、 第 十 九 条 第 三 項 及 び 第 二 十 条 第

二 項 中 「 記 名 押 印 又 は 署 名 」 を 「 記 名 又 は 署 名 」 に 改 め 、 第 二 十 一 条 第 八 号 中 「 記 名 押 印 若 し く は

署 名 」 を 「 記 名 若 し く は 署 名 」 に 改 め 、 様 式 第 二 中 「氏名又は名
ふ り が な

称 印 」 を 「氏名又は名
ふ り が な

称 」 に 、「氏
名を記載し、押印することに代えて、署名することができる。この場合において、署名は必ず本人
が自署するものとする。 」 を 「氏名は本人が記名又は署名すること。 」 に 改 め 、 様 式 第 八 中 「名称 印 」

を 「名称 」 に 、「記名押印 」 を 「記名 」 に 改 め 、 様 式 第 二 十 九 中 「名称 印 」 を 「名称 」 に 、「日本工
業規格 」 を 「日本産業規格 」 に 改 め 、「６ 「押印又は署名」の欄には、押印又は署名をすることと
されている書類についてフレキシブルディスクによる手続を行う場合にあつては、押印又は署名を
すること。この場合において、署名は必ず本人が自署すること。 」 を 削 り 、 同 様 式 備 考 ７ を 同 様 式 備

考 ６ と し 、 同 様 式 備 考 ８ を 同 様 式 備 考 ７ と す る 。

（ 鉱 業 登 録 令 施 行 規 則 の 一 部 改 正 ）

第 十 条 鉱 業 登 録 令 施 行 規 則 （ 昭 和 二 十 六 年 通 商 産 業 省 令 第 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 八 条 の 見 出 し を 削 り 、 同 条 中 「 の つ づ り 目 に 契 印 し な け れ ば な ら な い 」 を 「 に ペ ー ジ 数 を 附 さ

な け れ ば な ら な い 」 に 改 め 、「 た だ し 、 登 録 権 利 者 ま た は 登 録 義 務 者 が 二 人 以 上 で あ る と き は 、 そ の

う ち の 一 人 が 契 印 す る だ け で 足 り る 。 」 を 削 り 、 同 条 の 前 に 見 出 し と し て 「 （ 申 請 書 の ペ ー ジ 数 の 記

載 ） 」 を 付 す る 。

（ 採 石 法 施 行 規 則 の 一 部 改 正 ）

第 十 一 条 採 石 法 施 行 規 則 （ 昭 和 二 十 六 年 通 商 産 業 省 令 第 六 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

（ふりがな）

様 式 第 一 中 「 」 及 び 「３ 氏 名を記載し、押印することに代えて、署名することができる。
この場合において、署名は必ず本人が自署することとする。 」 を 削 り 、 同 様 式 備 考 ４ を 同 様 式 備 考 ３

と し 、 様 式 第 四 の 二 か ら 様 式 第 六 の 二 ま で 、 様 式 第 十 二 及 び 様 式 第 十 四 か ら 様 式 第 十 六 ま で 中 「 」

（ふりがな）

及 び 「３ 氏 名を記載し、押印することに代えて、署名することができる。この場合において、
（ふりがな）

署名は必ず本人が自署することとする。 」 、「４ 氏 名を記載し、押印することに代えて、署名する
ことができる。この場合において、署名は必ず本人が自署することとする。 」 、「３ 氏名を記載し、
押印することに代えて、署名することができる。この場合において、署名は必ず本人が自署するこ
ととする。 」 、「４ 氏名を記載し、押印することに代えて、署名することができる。この場合におい
て、署名は必ず本人が自署することとする。 」 又 は 「６ 氏名を記載し、押印することに代えて、署
名することができる。この場合において、署名は必ず本人が自署することとする。 」 を 削 る 。

（ 武 器 等 製 造 法 施 行 規 則 の 一 部 改 正 ）

第 十 二 条 武 器 等 製 造 法 施 行 規 則 の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

様 式 第 一 、 様 式 第 四 、 様 式 第 五 及 び 様 式 第 七 中「氏名または名称および法人にあつてはその代表者の氏名 印」 を「氏名まあつて
たは名称および法人に
はその代表者の氏名 」 に 改 め 、 様 式 第 十 七 中 「氏名 印 」 を 「氏名 」 に

改 め 、「６ 「押印」の欄には、押印をすることとされている書類についてフレキシブルディスクに
よる手続を行う場合にあつては、押印をする。 」 を 削 り 、 同 様 式 備 考 ７ を 同 様 式 備 考 ６ と す る 。

（ 商 工 会 議 所 法 施 行 規 則 の 一 部 改 正 ）

第 十 三 条 商 工 会 議 所 法 施 行 規 則 の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

様 式 第 一 中 「印 」 及 び 「２ 氏名を記載し、押印することに代えて、署名することができる。 」 を

削 り 、「１ 用紙 」 を 「用紙 」 に 改 め 、 様 式 第 八 中 「会頭の氏名 印 」 を 削 り 、 様 式 第 十 七 中 「 」

及 び 「５ 「押印」の欄には、押印をすることとされている書類についてフレキシブルディスクに
よる手続を行う場合にあっては、押印をする。 」 を 削 り 、 同 様 式 備 考 ６ を 同 様 式 備 考 ５ と す る 。

（ 航 空 機 製 造 事 業 法 施 行 規 則 の 一 部 改 正 ）

第 十 四 条 航 空 機 製 造 事 業 法 施 行 規 則 （ 昭 和 二 十 九 年 通 商 産 業 省 令 第 五 十 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に

改 正 す る 。

様 式 第 一 中 「住所 印 」 を 「住所 」 に 改 め 、 様 式 第 二 か ら 様 式 第 十 の 二 ま で 、 様 式 第 十 二 、 様 式

第 十 三 、 様 式 第 十 四 の 二 中 「氏名 印 」 を 「氏名 」 に 改 め 、 様 式 第 十 五 中

「申請者 氏名または名
人にあつては

航空工場検査員 氏名
称および住所ならびに法
その代表者の氏名 印
および住所 印 」

を

「申請者 氏名または名称および住所ならびに法
人にあつてはその代表者の氏名

航空工場検査員 氏名および住所 」

に 改 め 、「１ ※印

の欄には、記載しないこと。 」 を 削 り 、「２ 用紙 」 を 「用紙 」 に 改 め 、 様 式 第 十 八 中 「氏名
印 」 を 「氏名 」 に 改 め 、「６ 「押印」の欄には、押印をすることとされている

書類についてフレキシブルディスクによる手続を行う場合にあつては、押印をする。 」 を 削 り 、 同 様


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式
備
考
７
を
同
様
式
備
考
６
と
し
、
同
様
式
備
考
８
を
同
様
式
備
考
７
と
し
、
様
式
第
十
九
中 「

申
請
者
氏
名
又

代
表
者

住
所

航
空
工
場
検
査
員

は
名
称
及
び
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の

の
氏
名

印

氏
名

印
住
所

」

を 「
申
請
者
氏
名
又
は
名
称
及
び
法
人
に
あ
つ
て
は
、
そ
の

代
表
者
の
氏
名

住
所

航
空
工
場
検
査
員
氏
名

住
所

」

に
改

め
、「８

ま
で

」
を
「７

ま
で

」
に
改
め
る
。

（
輸
出
入
取
引
法
に
基
く
輸
出
の
承
認
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
十
五
条

輸
出
入
取
引
法
に
基
く
輸
出
の
承
認
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
三
十
年
通
商
産
業
省
令
第
五
十
四
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
二
中「

記
名
押
印

又
は
署
名
」

を「
氏
名
又
は
名
称

及
び
代
表
者
の
氏
名
」

に
改
め
る
。

（
工
業
用
水
道
事
業
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
六
条

工
業
用
水
道
事
業
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
三
年
通
商
産
業
省
令
第
百
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

様
式
第
一
、
様
式
第
九
か
ら
様
式
第
十
四
ま
で
、
様
式
第
十
六
か
ら
様
式
第
二
十
二
ま
で
及
び
様
式
第
二
十
六
中

「印

」
及
び
「２

氏
名
（
法
人
に
あ
つ
て
は
そ
の
代
表
者
の
氏
名
）
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署

名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
署
名
は
必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」、「３
氏
名
（
法

人
に
あ
つ
て
は
そ
の
代
表
者
の
氏
名
）
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
署
名
は
必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」、「４
氏
名
（
法
人
に
あ
つ
て
は
そ
の
代
表
者
の

氏
名
）
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
署
名
は
必
ず

本
人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」又
は
「５

．
氏
名
（
法
人
に
あ
つ
て
は
そ
の
代
表
者
の
氏
名
）
を
記
載
し
、
押
印

す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
署
名
は
必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も
の
と

す
る
。

」を
削
り
、
様
式
第
一
、
様
式
第
九
か
ら
様
式
第
十
二
ま
で
、
様
式
第
十
四
、
様
式
第
十
六
、
様
式
第
十
九
及

び
様
式
第
二
十
中
「１

用
紙

」
を
「用

紙

」
に
改
め
る
。

（
特
許
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
七
条

特
許
法
施
行
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
三
項
中
「
記
載
し
、
印
を
押
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
を
「
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」に
改
め
る
。

第
九
条
第
一
項
中
「
、
住
所
」
を
「
又
は
住
所
」
に
改
め
、「
、
様
式
第
七
」
を
「
又
は
様
式
第
七
」
に
改
め
、「
又

は
印
鑑
」
及
び
「
又
は
様
式
第
八
」
を
削
る
。

第
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
第
六
十
九
条
第
三
項
」
を
「
第
六
十
九
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
第
二
項
中
「
又
は
印
鑑
」
を
削
る
。

第
十
三
条
の
二
第
三
項
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「
第
二
項
」
を
「
前
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
す

る
。第

十
三
条
の
三
第
三
項
中
「
及
び
第
四
項
」
を
削
る
。

第
三
十
一
条
の
三
第
三
項
を
削
る
。

第
五
十
八
条
の
五
第
三
項
及
び
第
五
十
八
条
の
十
七
第
四
項
中
「
押
印
」
を
削
る
。

第
六
十
九
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
第
四
項
を
同
条
第
三
項
と
す
る
。

第
七
十
二
条
第
三
項
を
削
り
、
同
条
第
四
項
を
同
条
第
三
項
と
す
る
。

第
七
十
三
条
第
三
項
を
削
り
、
同
条
第
四
項
を
同
条
第
三
項
と
す
る
。

様
式
第
三
、
様
式
第
四
、
様
式
第
二
十
二
、
様
式
第
五
十
二
の
二
、
様
式
第
五
十
二
の
三
、
様
式
第
五
十
五
の
二

及
び
様
式
第
六
十
一
の
二
中
「

」
を
削
る
。

様
式
第
二
の
備
考
13
中
「記

載
し
、
そ
の
横
に
印
を
押
す

」
を
「記

載
す
る

」
に
、「記

載
し
、
そ
の
横
に
代
表
者

の
印
を
押
す

」
を
「記

載
す
る

」
に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
17
中
「は

本
人
の
印
及
び
識
別
ラ
ベ
ル
（

」
を
「で

あ
つ
て

」
に
改
め
、「並

び
に
印
及
び
識
別
ラ
ベ
ル
）

」を
削
り
、
同
様
式
の
備
考
19
を
削
り
、
同
様
式
中
備
考
20
を
備
考

19
と
し
、
備
考
21
か
ら
備
考
27
ま
で
を
一
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

様
式
第
三
の
備
考
８
中
「記

載
し
、
代
表
者
の
印
を
押
す

」
を
「記

載
す
る

」
に
改
め
、同
様
式
の
備
考
11
中「は

本
人
の
印
（

」
を
「で

あ
つ
て

」
に
改
め
、「及

び
印
）

」を
削
り
、
同
様
式
の
備
考
15
中
「書

い
て
印
を
押
す

」を「記
載
す
る

」
に
改
め
る
。

様
式
第
四
の
備
考
５
中
「19ま

で
、
23か
ら
26

」
を
「18ま

で
、
22か
ら
25

」
に
改
め
る
。

様
式
第
八
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

様
式
第
８

削
除

様
式
第
九
の
備
考
６
を
削
り
、
同
様
式
中
備
考
７
を
備
考
６
と
し
、
備
考
８
を
備
考
７
と
し
、
備
考
９
を
備
考
８

と
し
、
備
考
10
を
備
考
９
と
し
、
同
様
式
の
備
考
11
中
「23か

ら
26

」
を
「22か

ら
25

」
に
改
め
、
同
備
考
を
同
様

式
の
備
考
10
と
す
る
。

様
式
第
十
一
の
備
考
４
中
「23か

ら
26

」
を
「22か

ら
25

」
に
、「７

、
９
及
び
10

」
を
「８

及
び
９

」
に
、「備

考
９

」
を
「備

考
８

」
に
改
め
る
。

様
式
第
十
三
の
備
考
２
を
削
り
、
同
様
式
中
備
考
３
を
備
考
２
と
し
、
備
考
４
を
備
考
３
と
し
、
同
様
式
の
備
考

５
中
「又

は
提
出
す
る
書
類
に
印
を
押
さ
ず
若
し
く
は
識
別
ラ
ベ
ル
を
は
ら
な
い
で
し
た
手
続

」及
び「、「

代
表
者
」

」

を
削
り
、
同
備
考
を
同
様
式
の
備
考
４
と
し
、
同
様
式
中
備
考
６
を
備
考
５
と
し
、
備
考
７
か
ら
備
考
12
ま
で
を
一

ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
様
式
の
備
考
13
中
「備

考
12及
び
14

」
を
「備

考
11及
び
13

」
に
改
め
、
同
備
考
を
同
様
式
の

備
考
12
と
し
、
同
様
式
の
備
考
14
中
「備

考
12

」
を
「備

考
11

」
に
改
め
、
同
備
考
を
同
様
式
の
備
考
13
と
し
、
同

様
式
中
備
考
15
を
備
考
14
と
し
、
備
考
16
を
備
考
15
と
し
、
備
考
17
を
備
考
16
と
し
、
同
様
式
の
備
考
18
中
「備

考
15

」
を
「備

考
14

」
に
改
め
、
同
備
考
を
同
様
式
の
備
考
17
と
し
、
同
様
式
の
備
考
19
中
「備

考
18

」
を「備

考
17

」

に
改
め
、
同
備
考
を
同
様
式
の
備
考
18
と
し
、
同
様
式
の
備
考
20
中
「第

４
項

」
を
「第

３
項

」
に
改
め
、
同
備
考

を
同
様
式
の
備
考
19
と
し
、
同
様
式
の
備
考
21
中
「18ま

で
、
20及
び
23か
ら
27

」
を
「19ま

で
及
び
22か
ら
26

」

に
改
め
、
同
備
考
を
同
様
式
の
備
考
20
と
す
る
。

様
式
第
十
五
の
二
の
備
考
12
中
「第

４
項

」
を
「第

３
項

」
に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
13
中
「20ま

で
及
び
23か

ら
26

」
を
「19ま

で
及
び
22か
ら
25

」
に
、「６

か
ら
８
ま
で
及
び
10

」
を
「５

か
ら
７
ま
で
及
び
９

」に
、「備

考
10

」

を
「備

考
９

」
に
改
め
る
。

様
式
第
十
五
の
四
の
備
考
２
中
「19ま

で
及
び
23か
ら
26

」
を
「18ま

で
及
び
22か
ら
25

」
に
、「備

考
10

」を「備
考
９

」
に
改
め
る
。

様
式
第
十
六
の
備
考
３
中
「19ま

で
及
び
23か
ら
26

」
を
「18ま

で
及
び
22か
ら
25

」
に
改
め
る
。

様
式
第
十
八
の
備
考
２
中
「備

考
18及
び
19

」
を
「備

考
17及
び
18

」
に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
３
中「備

考
19

」

を
「備

考
18

」
に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
４
中
「記

載
し
、
そ
の
横
に
印
を
押
す

」
を
「記

載
す
る

」に
、「記

載
し
、

代
表
者
の
印
を
押
す

」
を
「記

載
す
る

」
に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
６
を
削
り
、同
様
式
中
備
考
７
を
備
考
６
と
し
、

備
考
８
を
備
考
７
と
し
、
同
様
式
の
備
考
９
中
「備

考
８

」
を
「備

考
７

」
に
改
め
、
同
備
考
を
同
様
式
の
備
考
８

と
し
、
同
様
式
中
備
考
10
を
備
考
９
と
し
、
備
考
11
か
ら
備
考
15
ま
で
を
一
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
様
式
の
備
考
16
中

「承
継
人
の
印
及
び
識
別
ラ
ベ
ル
（
承
継
人
が
法
人
の
場
合
に
あ
つ
て
は「【
代
表
者
】」の
欄
並
び
に
印
及
び
識
別
ラ

ベ
ル
）

」を
「承

継
人
の「【
代
表
者
】」（
承
継
人
が
法
人
の
場
合
に
限
る
。）」

に
改
め
、

「（
権
利
の
承
継
を
証
明
す
る
書

面
に
譲
渡
人
及
び
譲
受
人
が
記
名
し
、
印
を
押
し
た
と
き
に
限
る
。）

」
を
削
り
、「不

要
と
し
、

」の
下
に「「（【

手
数
料

の
表
示
】）」
の
欄
の
次
に「【
そ
の
他
】」の
欄
を
設
け
て「
譲
渡
人
の
手
続
で
あ
る
。」の
よ
う
に
記
載
す
る
。

」を
加
え
、

同
備
考
を
同
様
式
の
備
考
15
と
し
、
同
様
式
中
備
考
17
を
備
考
16
と
し
、
備
考
18
を
備
考
17
と
し
、
備
考
19
を
備
考

18
と
し
、
同
様
式
の
備
考
20
を
削
り
、
同
様
式
の
備
考
21
中
「22か

ら
26

」
を
「21か

ら
25

」
に
、「備

考
10

」を「備
考
９

」
に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
18
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。
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19
第
５
条
第
１
項
に
規
定
す
る
「
権
利
の
承
継
を
証
明
す
る
書
面
」
は
、
売
買
、
贈
与
等
に
よ
る
と
き
は
「
譲
渡

証
書
」
等
、
相
続
に
よ
る
と
き
は
「
戸
籍
の
謄
本
」
及
び
「
住
民
票
」
等
、
法
人
の
合
併
に
よ
る
と
き
は
「
登
記

事
項
証
明
書
」
等
と
す
る
。「
譲
渡
証
書
」
等
に
は
、
譲
渡
人
が
記
名
し
、
印
（
本
人
確
認
で
き
る
も
の
と
す
る
。

こ
の
様
式
に
お
い
て
同
じ
。）を
押
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

20
第
６
条
に
規
定
す
る
「
許
可
、
認
可
、
同
意
若
し
く
は
承
諾
を
証
明
す
る
書
面
」
又
は
第
27条
第
１
項
に
規
定

す
る
「
持
分
に
つ
い
て
証
明
す
る
書
面
」
に
は
、
そ
の
作
成
者
が
記
名
し
、
印
を
押
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

様
式
第
二
十
の
備
考
２
を
削
り
、
同
様
式
中
備
考
３
を
備
考
２
と
し
、
備
考
４
を
備
考
３
と
し
、
同
様
式
の
備
考

５
中
「第

13条
の
２
第
４
項

」
を
「第

13条
の
２
第
３
項

」
に
改
め
、
同
備
考
を
同
様
式
の
備
考
４
と
し
、
同
様
式

中
備
考
６
を
備
考
５
と
し
、
同
様
式
の
備
考
７
を
削
り
、
同
様
式
の
備
考
８
中
「11、

12、
14、
16、
18、
23、
25

か
ら
27

」
を
「11か

ら
14ま
で
、
16か
ら
18ま
で
、
22及
び
24か
ら
26

」
に
、「備

考
10

」
を
「備

考
９

」
に
、「備

考
27

」
を
「備

考
26

」
に
改
め
、
同
備
考
を
同
様
式
の
備
考
６
と
す
る
。

様
式
第
二
十
二
の
備
考
５
中
「20ま

で
及
び
23か
ら
27

」
を
「19ま

で
及
び
22か
ら
26

」
に
、「備

考
27

」
を
「備

考
26

」
に
改
め
る
。

様
式
第
二
十
六
の
備
考
11
中
「記

載
し
、
そ
の
横
に
印
を
押
す

」
を
「記

載
す
る

」
に
、「記

載
し
、
代
表
者
の
印

を
押
す

」
を
「記

載
す
る

」
に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
12
を
削
り
、
同
様
式
中
備
考
13
を
備
考
12
と
し
、
備
考
14
を

備
考
13
と
し
、
同
様
式
の
備
考
15
中
「備

考
14

」
を
「備

考
13

」
と
し
、
同
備
考
を
同
様
式
の
備
考
14
と
し
、
同
様

式
中
備
考
16
を
備
考
15
と
し
、
備
考
17
を
備
考
16
と
し
、
備
考
18
を
備
考
17
と
し
、
備
考
19
を
備
考
18
と
し
、
同
様

式
の
備
考
20
中
「は

本
人
の
印
及
び
識
別
ラ
ベ
ル
（

」
を
「で

あ
つ
て

」
に
改
め
、「並
び
に
印
及
び
識
別
ラ
ベ
ル
）

」

を
削
り
、
同
備
考
を
同
様
式
の
備
考
19
と
し
、
同
様
式
中
備
考
21
を
備
考
20
と
し
、
備
考
22
を
備
考
21
と
し
、
備
考

23
を
備
考
22
と
し
、
同
様
式
の
備
考
24
中
「備

考
28

」
を
「備

考
27

」
に
、「備
考
29

」
を
「備

考
28

」
に
改
め
、
同

備
考
を
同
様
式
の
備
考
23
と
し
、
同
様
式
中
備
考
25
を
備
考
24
と
し
、
備
考
26
を
備
考
25
と
し
、
備
考
27
を
備
考
26

と
し
、
備
考
28
を
備
考
27
と
し
、
同
様
式
の
備
考
29
中
「備

考
28

」
を
「備
考
27

」
に
改
め
、
同
備
考
を
同
様
式
の

備
考
28
と
し
、
同
様
式
中
備
考
30
を
備
考
29
と
し
、
備
考
31
か
ら
備
考
37
ま
で
を
一
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
様
式
の
備

考
38
中
「備

考
37

」
を
「備

考
36

」
に
改
め
、
同
備
考
を
同
様
式
の
備
考
37
と
し
、同
様
式
中
備
考
39
を
備
考
38
に
、

備
考
40
を
備
考
39
に
、
備
考
41
を
備
考
40
と
す
る
。

様
式
第
三
十
一
の
五
の
備
考
４
、
様
式
第
三
十
一
の
九
の
備
考
４
及
び
様
式
第
三
十
二
の
備
考
６
中
「19ま

で
及

び
23か
ら
26

」
を
「18ま

で
及
び
22か
ら
25

」
に
改
め
る
。

様
式
第
三
十
二
の
二
の
備
考
５
中
「、

19及
び
23か
ら
27ま
で
、
様
式
第
４
の
備
考
１
、

」を
「及

び
22か
ら
26ま

で
、
様
式
第
４
の
備
考
１

」
に
改
め
る
。

様
式
第
三
十
三
の
備
考
中
「19ま

で
及
び
23か
ら
26

」
を
「18ま

で
及
び
22か
ら
25

」
に
、「備

考
７

」
を
「備

考
６

」
に
改
め
る
。

様
式
第
三
十
四
の
備
考
２
中
「19ま

で
及
び
23か
ら
26

」
を
「18ま

で
及
び
22か
ら
25

」
に
、「備

考
３

」
を
「備

考
２

」
に
改
め
る
。

様
式
第
三
十
六
の
備
考
２
、
様
式
第
三
十
六
の
二
の
備
考
３
及
び
様
式
第
三
十
六
の
三
の
備
考
４
中
「19ま

で
及

び
23か
ら
26

」
を
「18ま

で
及
び
22か
ら
25

」
に
改
め
る
。

様
式
第
三
十
七
の
備
考
４
中
「20ま

で
及
び
23か
ら
26

」
を
「19ま

で
及
び
22か
ら
25

」
に
改
め
る
。

様
式
第
三
十
七
の
二
の
備
考
２
中
「19ま

で
及
び
23か
ら
26

」
を
「18ま

で
及
び
22か
ら
25

」
に
、「25及

び
32

」

を
「24及
び
31

」
に
改
め
る
。

様
式
第
三
十
七
の
三
の
備
考
５
中
「20ま

で
及
び
23か
ら
26

」
を
「19ま

で
及
び
22か
ら
25

」
に
改
め
る
。

様
式
第
三
十
七
の
五
の
備
考
２
中
「19ま

で
及
び
23か
ら
26

」
を
「18ま

で
及
び
22か
ら
25

」
に
改
め
る
。

様
式
第
三
十
八
の
備
考
３
、
様
式
第
四
十
の
備
考
及
び
様
式
第
四
十
二
の
備
考
２
中
「19ま

で
及
び
23か
ら
27

」

を
「18ま

で
及
び
22か
ら
26

」
に
、「備

考
27

」
を
「備

考
26

」
に
改
め
る
。

様
式
第
四
十
四
の
備
考
３
中
「記
載
し
、
代
表
者
の
印
を
押
す

」
を
「記

載
す
る

」
に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
９

中
「第

４
項

」
を
「第

３
項

」
に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
10
中
「19ま

で
及
び
22か
ら
26

」
を
「18ま

で
及
び
21か

ら
25

」
に
、「備

考
10

」
を
「備
考
９

」
に
改
め
る
。

様
式
第
四
十
六
の
備
考
４
中
「12ま

で
、
14、
16、
18及
び
23か
ら
26ま
で
、

」を
「14ま

で
、
16か
ら
18ま
で
及

び
22か
ら
25ま
で
並
び
に

」
に
改
め
、「並

び
に
様
式
第
20の
備
考
１
及
び
６

」
を
削
る
。

様
式
第
四
十
八
の
備
考
４
及
び
様
式
第
五
十
の
備
考
中
「19ま

で
及
び
23か
ら
26

」
を「18ま

で
及
び
22か
ら
25

」

に
、「備

考
10

」
を
「備

考
９

」
に
改
め
る
。

様
式
第
五
十
一
の
備
考
３
中
「書

い
て
印
を
押
す

」
を
「記

載
す
る

」
に
改
め
る
。

様
式
第
五
十
二
の
備
考
４
、
様
式
第
五
十
二
の
二
の
備
考
及
び
様
式
第
五
十
二
の
三
の
備
考
２
中
「19ま

で
及
び

23か
ら
26

」
を
「18ま

で
及
び
22か
ら
25

」
に
改
め
る
。

様
式
第
五
十
三
の
備
考
２
中
「、

19及
び
22か
ら
26

」
を
「及

び
21か
ら
25

」
に
、「13、

15か
ら
17ま
で
、
19、

21、
22、
24か
ら
26、
36及
び
37

」
を
「12、

14か
ら
16ま
で
、
18、
20、
21、
23か
ら
25ま
で
、
35及
び
36

」
に

改
め
る
。

様
式
第
五
十
四
の
備
考
９
中
「19ま

で
及
び
23か
ら
27

」
を
「18ま

で
及
び
22か
ら
26

」
に
改
め
る
。

様
式
第
五
十
四
の
二
の
備
考
２
中
「19ま

で
及
び
23か
ら
26

」
を
「18ま

で
及
び
22か
ら
25

」
に
改
め
る
。

様
式
第
五
十
五
の
備
考
４
中
「、

19及
び
23か
ら
26

」
を
「及

び
22か
ら
25

」
に
、「13、

15か
ら
17ま
で
、
19及

び
24か
ら
26

」
を
「12、

14か
ら
16ま
で
、
18及
び
23か
ら
25ま
で

」
に
改
め
る
。

様
式
第
五
十
五
の
二
の
備
考
３
及
び
様
式
第
六
十
一
の
二
の
備
考
３
中
「記

載
し
、
代
表
者
の
印
を
押
す

」を「記
載
す
る

」
に
改
め
る
。

様
式
第
六
十
一
の
六
の
備
考
12
中
「19ま

で
及
び
22か
ら
26

」
を
「18ま

で
及
び
21か
ら
25

」
に
、「備

考
10

」
を

「備
考
９

」
に
改
め
る
。

様
式
第
六
十
四
の
三
の
備
考
２
、
様
式
第
六
十
五
の
二
の
備
考
２
、
様
式
第
六
十
五
の
四
の
備
考
、
様
式
第
六
十

五
の
六
の
備
考
２
、
様
式
第
六
十
五
の
九
の
備
考
、
様
式
第
六
十
五
の
十
一
の
備
考
、
様
式
第
六
十
五
の
十
三
の
備

考
２
、
様
式
第
六
十
五
の
十
五
の
備
考
、
様
式
第
六
十
五
の
十
七
の
備
考
、
様
式
第
六
十
五
の
十
九
の
備
考
、
様
式

第
六
十
五
の
二
十
一
の
備
考
、
様
式
第
六
十
五
の
二
十
三
の
備
考
及
び
様
式
第
六
十
五
の
二
十
五
の
備
考
２
中
「19

ま
で
及
び
23か
ら
26

」
を
「18ま

で
及
び
22か
ら
25

」
に
改
め
る
。

様
式
第
六
十
九
の
備
考
６
中
「第

３
項

」
を
「第

２
項

」
に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
７
中
「第

４
項

」
を
「第

３
項

」
に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
８
中
「第

69条
第
４
項

」
を
「第

69条
第
３
項

」
に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
９
中

「23か
ら
26

」
を
「22か

ら
25

」
に
改
め
る
。

様
式
第
七
十
の
備
考
３
中
「第

３
項

」
を
「第

２
項

」
に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
４
中
「23か

ら
26

」
を
「22か

ら
25

」
に
改
め
る
。

様
式
第
七
十
の
二
の
備
考
３
中
「19ま

で
及
び
23か
ら
26

」
を
「18ま

で
及
び
22か
ら
25

」
に
改
め
る
。

様
式
第
七
十
一
の
備
考
４
中
「12ま

で
、
14、
16、
18及
び
23か
ら
25

」
を
「14ま

で
、
16か
ら
18ま
で
及
び
22

か
ら
24

」
に
、「、

様
式
第
４
の
備
考
４
並
び
に
様
式
第
20の
備
考
２
及
び
７

」
を
「並

び
に
様
式
第
４
の
備
考
４

」

に
改
め
る
。

様
式
第
七
十
二
の
備
考
３
中
「12ま

で
、
14、
16、
18及
び
23か
ら
25

」
を
「14ま

で
、
16か
ら
18ま
で
及
び
22

か
ら
24

」
に
改
め
、「、

様
式
第
20の
備
考
２
及
び
７

」
を
削
る
。

様
式
第
七
十
三
の
備
考
11
、
様
式
第
七
十
四
の
備
考
７
及
び
様
式
第
七
十
五
の
備
考
６
中
「19ま

で
及
び
23か
ら

26

」
を
「18ま

で
及
び
22か
ら
25

」
に
改
め
る
。

（
実
用
新
案
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
八
条

実
用
新
案
法
施
行
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
第
三
項
を
削
る
。

第
二
十
一
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
を
同
条
第
二
項
と
す
る
。

第
二
十
二
条
第
三
項
中
「
特
許
法
施
行
規
則
」
の
下
に「（
昭
和
三
十
五
年
通
商
産
業
省
令
第
十
号
）」を
加
え
、「
及

び
第
四
項
」
を
削
る
。
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第
二
十
二
条
の
二
第
三
項
中
「
及
び
第
四
項
」
を
削
る
。

第
二
十
三
条
第
一
項
中
「
第
六
十
九
条
第
三
項
」
を
「
第
六
十
九
条
第
二
項
」
に
、「
第
二
十
一
条
第
三
項
」を「
第

二
十
一
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

様
式
第
一
の
備
考
11
中
「記

載
し
、
そ
の
横
に
印
を
押
す

」
を
「記

載
す
る

」
に
、「記

載
し
、
そ
の
横
に
代
表
者

の
印
を
押
す

」
を
「記

載
す
る

」
に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
12
を
削
り
、
同
様
式
中
備
考
13
を
備
考
12
と
し
、
備
考

14
を
備
考
13
と
し
、
同
様
式
の
備
考
15
中
「備

考
14

」
を
「備

考
13

」
に
改
め
、同
備
考
を
同
様
式
の
備
考
14
と
し
、

同
様
式
中
備
考
16
を
備
考
15
と
し
、
備
考
17
を
備
考
16
と
し
、
備
考
18
を
備
考
17
と
し
、
備
考
19
を
備
考
18
と
し
、

同
様
式
の
備
考
20
中
「は

本
人
の
印
及
び
識
別
ラ
ベ
ル
（

」
を
「で

あ
つ
て

」
に
改
め
、「並

び
に
印
及
び
識
別
ラ
ベ

ル
）

」を
削
り
、
同
備
考
を
同
様
式
の
備
考
19
と
し
、
同
様
式
中
備
考
21
を
備
考
20
と
し
、
備
考
22
を
備
考
21
と
し
、

備
考
23
を
備
考
22
と
し
、
備
考
24
を
備
考
23
と
し
、
備
考
25
を
備
考
24
と
し
、
同
様
式
の
備
考
26
中
「第

21条
第
３

項

」
を
「第

21条
第
２
項

」
に
、「備

考
25

」
を
「備

考
24

」
に
改
め
、
同
備
考
を
同
様
式
の
備
考
25
と
し
、
同
様
式

の
備
考
27
中
「第

21条
第
３
項

」
を
「第

21条
第
２
項

」
に
改
め
、
同
備
考
を
同
様
式
の
備
考
26
と
し
、
同
様
式
の

備
考
28
中
「備

考
27

」
を
「備

考
26

」
に
改
め
、
同
備
考
を
同
様
式
の
備
考
27
と
し
、
同
様
式
中
備
考
29
を
備
考
28

と
し
、
備
考
30
を
備
考
29
と
し
、
同
様
式
の
備
考
31
中
「備

考
30

」
を
「備

考
29

」
に
改
め
、
同
備
考
を
同
様
式
の

備
考
30
と
し
、
同
様
式
中
備
考
32
を
備
考
31
と
し
、
備
考
33
を
備
考
32
と
し
、
備
考
34
を
備
考
33
と
し
、
備
考
35
を

備
考
34
と
し
、
備
考
36
を
備
考
35
と
し
、
同
様
式
の
備
考
37
中
「備

考
39

」
を
「備

考
38

」
に
改
め
、
同
備
考
を
同

様
式
の
備
考
36
と
し
、
同
様
式
中
備
考
38
を
備
考
37
と
し
、
備
考
39
を
備
考
38
と
し
、
備
考
40
を
備
考
39
と
す
る
。

様
式
第
六
の
備
考
５
中
「記

載
し
、
請
求
人
が
実
用
新
案
登
録
出
願
人
又
は
実
用
新
案
権
者
で
あ
る
と
き
は
、
そ

の
横
に
印
を
押
す

」
を
「記

載
す
る

」
に
、「記

載
し
、
請
求
人
が
実
用
新
案
登
録
出
願
人
又
は
実
用
新
案
権
者
で
あ

る
と
き
は
、
そ
の
横
に
代
表
者
の
印
を
押
す

」
を
「記

載
す
る

」
に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
６
を
削
り
、
同
様
式
中

備
考
７
を
備
考
６
と
し
、
備
考
８
を
備
考
７
と
し
、
備
考
９
を
備
考
８
と
し
、
同
様
式
の
備
考
10
中
「備

考
９

」
を

「備
考
８

」
に
改
め
、
同
備
考
を
同
様
式
の
備
考
９
と
し
、
同
様
式
中
備
考
11
を
備
考
10
と
し
、
同
様
式
の
備
考
12

中
「12、

14、
16、
18、
32、
34か
ら
36ま
で
、
38及
び
39

」
を
「13、
15、
17、
19、
31、
33か
ら
35ま
で
、
37

及
び
38

」
に
改
め
、
同
備
考
を
同
様
式
の
備
考
11
と
す
る
。

様
式
第
八
中
「

」
を
削
り
、
同
様
式
の
備
考
７
中
「記
載
し
、
代
表
者
の
印
を
押
す

」
を
「記

載
す
る

」
に
改

め
、
同
様
式
の
備
考
12
中
「は

本
人
の
印
（

」
を
「で

あ
つ
て

」
に
改
め
、「及

び
印
）

」を
削
り
、
同
様
式
の
備
考
18

中
「書

い
て
印
を
押
す

」
を
「記

載
す
る

」
に
改
め
る
。

様
式
第
九
の
備
考
３
中
「12ま

で
、
14、
18か
ら
20ま
で
、
32、
34か
ら
36ま
で
及
び
39

」
を
「11ま

で
、
13、

17か
ら
19ま
で
、
31、
33か
ら
35ま
で
及
び
38

」
に
改
め
る
。

様
式
第
十
の
備
考
３
中
「28ま

で
、
32、
34か
ら
36ま
で
、
38及
び
39

」
を
「27ま

で
、
31、
33か
ら
35ま
で
、

37及
び
38

」
に
改
め
る
。

様
式
第
十
一
の
備
考
２
中
「12ま
で
、
14、
18か
ら
20ま
で
、
32、
34か
ら
36ま
で
及
び
39

」
を
「11ま

で
、13、

17か
ら
19ま
で
、
31、
33か
ら
35ま
で
及
び
38

」
に
改
め
る
。

様
式
第
十
二
の
備
考
５
中
「20ま

で
、
23、
25か
ら
28ま
で
、
32、
34か
ら
36ま
で
及
び
39

」
を
「19ま

で
、22、

24か
ら
27ま
で
、
31、
33か
ら
35ま
で
及
び
38

」
に
、「備

考
27及
び
備
考
28

」
を
「備

考
26及
び
備
考
27

」
に
改
め

る
。様

式
第
十
四
の
備
考
６
中
「第

３
項

」
を
「第

２
項

」
に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
７
中
「14、

32及
び
35

」
を

「13、
31及
び
34

」
に
改
め
る
。

様
式
第
十
四
の
二
の
備
考
３
中
「記

載
し
、
そ
の
横
に
印
を
押
す

」
を
「記

載
す
る

」
に
、「記

載
し
、
そ
の
横
に

代
表
者
の
印
を
押
す

」
を
「記

載
す
る

」
に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
12
中
「12、

14、
18、
20、
32、
34か
ら
36ま

で
及
び
39

」
を
「13、

17、
19、
31、
33か
ら
35ま
で
及
び
38

」
に
改
め
る
。

様
式
第
十
四
の
三
の
備
考
７
中
「12、

14、
18、
20、
32、
34か
ら
36ま
で
及
び
39

」
を
「13、

17、
19、
31、

33か
ら
35ま
で
及
び
38

」
に
改
め
る
。

様
式
第
十
四
の
四
の
備
考
５
中
「12ま

で
、
14、
18か
ら
20ま
で
、
22、
32、
35、
36及
び
39

」
を
「11ま

で
、

13、
17か
ら
19ま
で
、
21、
31、
34、
35及
び
38

」
に
改
め
る
。

様
式
第
十
五
の
備
考
２
を
削
り
、
同
様
式
中
備
考
３
を
備
考
２
と
し
、
備
考
４
を
備
考
３
と
し
、
同
様
式
の
備
考

５
中
「第

13条
の
２
第
４
項

」
を
「第

13条
の
２
第
３
項

」
に
改
め
、
同
備
考
を
同
様
式
の
備
考
４
と
し
、
同
様
式

の
備
考
６
を
削
り
、
同
様
式
中
備
考
７
を
備
考
５
と
し
、
備
考
８
を
備
考
６
と
し
、
備
考
９
を
備
考
７
と
し
、
同
様

式
の
備
考
10
中
「14、

18、
32及
び
34か
ら
36ま
で

」
を
「13、

17、
19、
31及
び
33か
ら
35ま
で
並
び
に
様
式
第

14の
２
の
備
考
３

」
に
改
め
、
同
備
考
を
同
様
式
の
備
考
８
と
す
る
。

様
式
第
九
の
備
考
６
中
「９

、
15、

」を
「９

及
び
14並
び
に

」
に
、「16、

18、
22か
ら
24ま
で
及
び
33か
ら
37

」

を
「17、

21か
ら
23ま
で
及
び
32か
ら
36

」
に
改
め
る
。

様
式
第
十
の
備
考
２
中
「記

載
し
、
そ
の
横
に
印
を
押
す

」
を
「記

載
す
る

」
に
、「記

載
し
、
そ
の
横
に
代
表
者

の
印
を
押
す

」
を
「記

載
す
る

」
に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
５
中
「備

考
15

」
を
「備

考
14

」
に
、「16、

18、
22、

24及
び
33か
ら
37

」
を
「17、

21、
23及
び
32か
ら
36

」
に
改
め
る
。

様
式
第
十
一
の
備
考
６
中
「10、

15及
び
20

」
を
「14及

び
19

」
に
、「18、

22か
ら
24ま
で
及
び
33か
ら
37

」
を

「17、
21か
ら
23ま
で
及
び
32か
ら
36

」
に
改
め
る
。

様
式
第
十
二
の
備
考
９
中
「、

９
及
び
10

」
を
「及

び
９

」
に
、「18、

22、
24、

27、
28及

び
34か

ら
38

」
を

「17、
21、
23、
26、
27及
び
33か
ら
37

」
に
、「備

考
28

」
を
「備

考
27

」
に
改
め
る
。

様
式
第
十
三
の
備
考
９
中
「記

載
し
、
代
表
者
の
印
を
押
す

」
を
「記

載
す
る

」
に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
11
中

「は
、
本
人
の
印
（

」
を
「で

あ
つ
て

」
に
改
め
、「及

び
印
）

」を
削
り
、
同
様
式
の
備
考
14
中「書

い
て
印
を
押
す

」

を
「記

載
す
る

」
に
改
め
る
。

（
意
匠
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
九
条

意
匠
法
施
行
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
五
条
第
二
項
中
「
又
は
印
鑑
」
を
削
る
。

第
十
八
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
を
同
条
第
二
項
と
す
る
。

第
十
九
条
第
一
項
中
「
第
六
十
九
条
第
三
項
」
を
「
第
六
十
九
条
第
二
項
」
に
、「
第
十
八
条
第
三
項
」
を
「
第
十

八
条
第
二
項
」
に
、「印

を
押
す

」
を
「氏

名
を
記
載
す
る

」
に
改
め
る
。

様
式
第
十
三
、
様
式
第
十
五
及
び
様
式
第
十
六
中
「

」
を
削
る
。

様
式
第
一
の
備
考
９
中
「記

載
し
、
そ
の
横
に
印
を
押
す

」
を
「記

載
す
る

」
に
、「記

載
し
、
そ
の
横
に
代
表
者

の
印
を
押
す

」
を
「記

載
す
る

」
に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
10
を
削
り
、
同
様
式
中
備
考
11
を
備
考
10
と
し
、
備
考

12
を
備
考
11
と
し
、
備
考
13
を
備
考
12
と
し
、
同
様
式
の
備
考
14
中
「は

本
人
の
印
及
び
識
別
ラ
ベ
ル
（

」
を
「で

あ
つ
て

」
に
改
め
、「並

び
に
印
及
び
識
別
ラ
ベ
ル
）

」を
削
り
、
同
備
考
を
同
様
式
の
備
考
13
と
し
、
同
様
式
中
備
考

15
を
備
考
14
と
し
、
備
考
16
か
ら
備
考
20
ま
で
を
一
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

様
式
第
一
の
二
の
備
考
４
中
「は

本
人
の
印
（

」
を
「で

あ
つ
て

」
に
改
め
、「並

び
に
印
）

」を
削
り
、
同
様
式
の

備
考
６
中
「11、

13及
び
16か
ら
20

」
を
「10、

12及
び
15か
ら
19

」
に
改
め
る
。

様
式
第
二
の
備
考
15
中
「記

載
し
、
そ
の
横
に
印
を
押
す

」
を
「記

載
す
る

」
に
、「記

載
し
、
そ
の
横
に
代
表
者

の
印
を
押
す

」
を
「記

載
す
る

」
に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
16
を
削
り
、
同
様
式
中
備
考
17
を
備
考
16
と
し
、
備
考

18
を
備
考
17
と
し
、
同
様
式
の
備
考
19
中
「備

考
18

」
を
「備

考
17

」
に
改
め
、同
備
考
を
同
様
式
の
備
考
18
と
し
、

同
様
式
中
備
考
20
を
備
考
19
と
し
、
備
考
21
を
備
考
20
と
し
、
備
考
22
を
備
考
21
と
し
、
備
考
23
を
備
考
22
と
し
、

同
様
式
の
備
考
24
中
「は

本
人
の
印
及
び
識
別
ラ
ベ
ル
（

」
を
「で

あ
つ
て

」
に
改
め
、「並

び
に
印
及
び
識
別
ラ
ベ

ル
）

」を
削
り
、
同
備
考
を
同
様
式
の
備
考
23
と
し
、
同
様
式
中
備
考
25
を
備
考
24
と
し
、
備
考
26
か
ら
備
考
32
ま
で

を
一
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
様
式
の
備
考
33
中
「備

考
30

」
を
「備

考
29

」
に
改
め
、
同
備
考
を
同
様
式
の
備
考
32
と

し
、
同
様
式
中
備
考
34
を
備
考
33
と
し
、
備
考
35
を
備
考
34
と
し
、
備
考
36
を
備
考
35
と
し
、
備
考
37
を
備
考
36
と

し
、
備
考
38
を
備
考
37
と
し
、
同
様
式
の
備
考
39
中
「備

考
29

」
を
「備

考
28

」
に
改
め
、
同
備
考
を
同
様
式
の
備

考
38
と
し
、
同
様
式
中
備
考
40
を
備
考
39
と
し
、
備
考
41
か
ら
備
考
46
ま
で
を
一
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。
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様
式
第
十
四
の
備
考
５
を
削
り
、
同
様
式
の
備
考
６
中
「備

考
７
か
ら
10ま
で

」
を
「備

考
６
か
ら
９
ま
で

」
に

改
め
、
同
備
考
を
同
様
式
の
備
考
５
と
し
、
同
様
式
中
備
考
７
を
備
考
６
と
し
、
同
様
式
の
備
考
８
中
「又

は
提
出

す
る
書
類
に
印
を
押
さ
ず
若
し
く
は
識
別
ラ
ベ
ル
を
は
ら
な
い
で
し
た
手
続

」
及
び
「、「

代
表
者

」」を
削
り
、
同
備

考
を
同
様
式
の
備
考
７
と
し
、
同
様
式
中
備
考
９
を
備
考
８
と
し
、備
考
10
か
ら
備
考
15
ま
で
を
一
ず
つ
繰
り
上
げ
、

同
様
式
の
備
考
16
中
「15

」
を
「14

」
に
、「16、

18、
22か
ら
24ま
で
及
び
33か
ら
37

」
を
「17、

21か
ら
23ま
で

及
び
32か
ら
36

」
に
改
め
、
同
備
考
を
同
様
式
の
備
考
15
と
す
る
。

様
式
第
十
五
の
備
考
３
及
び
様
式
第
十
六
の
備
考
３
中
「記

載
し
、
代
表
者
の
印
を
押
す

」
を
「記

載
す
る

」
に

改
め
る
。

様
式
第
十
八
の
備
考
８
中
た
だ
し
書
を
削
り
、
同
様
式
の
備
考
９
を
削
り
、
同
様
式
中
備
考
10
を
備
考
９
と
し
、

備
考
11
を
備
考
10
と
し
、
備
考
12
を
備
考
11
と
し
、
備
考
13
を
備
考
12
と
し
、
同
様
式
の
備
考
14
中
「記

載
し
、
そ

の
横
に
印
を
押
す

」
を
「記

載
す
る

」
に
改
め
、
同
備
考
を
同
様
式
の
備
考
13
と
し
、
同
様
式
中
備
考
15
を
備
考
14

と
し
、
備
考
16
か
ら
備
考
20
ま
で
を
一
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
様
式
の
備
考
21
中
「第

３
項

」
を
「第

２
項

」に
改
め
、

同
備
考
を
同
様
式
の
備
考
20
と
し
、
同
様
式
中
備
考
22
を
備
考
21
と
す
る
。

様
式
第
十
九
の
備
考
６
中
「第

３
項

」
を
「第

２
項

」
に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
７
中
「11か

ら
13ま
で
、
20及

び
22

」
を
「10か

ら
12ま
で
、
19及
び
21

」
に
改
め
る
。

様
式
第
十
九
の
二
の
備
考
６
中
「、

11及
び
13か
ら
20

」
を
「及

び
12か
ら
19

」
に
改
め
る
。

様
式
第
二
十
の
備
考
11
中
「、

11及
び
13か
ら
20

」
を
「及

び
12か
ら
19

」
に
改
め
る
。

様
式
第
二
十
一
の
備
考
８
中
「11ま

で
及
び
13か
ら
20

」
を
「10ま

で
及
び
12か
ら
19

」
に
改
め
る
。

様
式
第
二
十
二
の
備
考
４
中
「は

本
人
の
印
（

」
を
「で

あ
つ
て

」
に
改
め
、「並
び
に
印
）

」を
削
り
、
同
様
式
の

備
考
７
中
「11、

13及
び
16か
ら
20

」
を
「10、

12及
び
15か
ら
19

」
に
改
め
る
。

（
商
標
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
十
条

商
標
法
施
行
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
三
項
を
削
る
。

第
六
条
の
二
第
三
項
中
「
特
許
法
施
行
規
則
」
の
下
に「（
昭
和
三
十
五
年
通
商
産
業
省
令
第
十
号
）」を
加
え
る
。

第
十
六
条
第
二
項
中
「
又
は
印
鑑
」
を
削
る
。

第
十
八
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
中
第
三
項
を
第
二
項
と
し
、
第
四
項
か
ら
第
八
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
上
げ

る
。第

十
九
条
第
三
項
中
「
及
び
第
四
項
」
を
削
る
。

第
二
十
二
条
第
一
項
中
「
第
六
十
九
条
第
三
項
」
を
「
第
六
十
九
条
第
二
項
」
に
、「
第
十
八
条
第
三
項
」
を
「
第

十
八
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

様
式
第
十
三
、
様
式
第
十
四
及
び
様
式
第
二
十
一
中
「

」
を
削
る

様
式
第
一
の
備
考
11
中
「書
い
て
印
を
押
す

」
を
「記

載
す
る

」
に
改
め
る
。

様
式
第
二
の
備
考
５
中
「特
例
法
施
行
規
則

」
を
「工

業
所
有
権
に
関
す
る
手
続
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
施
行

規
則
（
平
成
２
年
通
商
産
業
省
令
第
41号
。
以
下
「
特
例
法
施
行
規
則

」
と
い
う
。）」
に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
24

中
「記

載
し
、
そ
の
横
に
印
を
押
す

」
を
「記

載
す
る

」
に
、「記

載
し
、
そ
の
横
に
代
表
者
の
印
を
押
す

」
を
「記

載
す
る

」
に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
25
を
削
り
、
同
様
式
中
備
考
26
を
備
考
25
と
し
、
備
考
27
を
備
考
26
と
し
、
同

様
式
の
備
考
28
中
「備

考
27

」
を
「備

考
26

」
に
改
め
、
同
備
考
を
同
様
式
の
備
考
27
と
し
、
同
様
式
中
備
考
29
を

備
考
28
と
し
、
備
考
30
を
備
考
29
と
し
、
備
考
31
を
備
考
30
と
し
、
同
様
式
の
備
考
32
中
「は

本
人
の
印
及
び
識
別

ラ
ベ
ル
（

」
を
「で

あ
つ
て

」
に
改
め
、「並

び
に
印
及
び
識
別
ラ
ベ
ル
）

」を
削
り
、
同
備
考
を
同
様
式
の
備
考
31
と

し
、
同
様
式
中
備
考
33
を
備
考
32
と
し
、
備
考
34
か
ら
備
考
47
ま
で
を
一
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

様
式
第
八
の
二
の
備
考
６
中
「25ま

で
、
27、
30、
32及
び
41か
ら
45

」
を
「24ま

で
、
26、
29、
31及
び
40か

ら
44

」
に
改
め
る
。

様
式
第
九
の
二
の
備
考
３
中
「記
載
し
、
そ
の
横
に
印
を
押
す

」
を
「記

載
す
る

」
に
、「記

載
し
、
そ
の
横
に
代

表
者
の
印
を
押
す

」
を
「記
載
す
る

」
に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
６
中
「30か

ら
32ま
で
及
び
41か
ら
44

」
を
「29

か
ら
31ま
で
及
び
40か
ら
43

」
に
改
め
る
。

様
式
第
十
の
備
考
２
中
「記

載
し
、
そ
の
横
に
印
を
押
す

」
を
「記

載
す
る

」
に
、「記

載
し
、
そ
の
横
に
代
表
者

の
印
を
押
す

」
を
「記

載
す
る

」
に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
８
中
「25、

27、
30か
ら
32ま
で
及
び
41か
ら
44

」
を

「26、
29か
ら
31ま
で
及
び
40か
ら
43

」
に
改
め
る
。

様
式
第
十
の
二
の
備
考
２
中
「25、

27、
30、
32及
び
41か
ら
45

」
を
「26、

29、
31及
び
40か
ら
44

」
に
改
め

る
。様

式
第
十
四
の
備
考
２
中
「記

載
し
、
代
表
者
の
印
を
押
す

」
を
「記

載
す
る

」
に
改
め
る
。

様
式
第
十
四
の
二
の
備
考
９
中
「25、

27、
30か
ら
32ま
で
、
34か
ら
36ま
で
及
び
41か
ら
45

」
を
「26、

29か
ら
31ま
で
、
33か
ら
35ま
で
及
び
40か
ら
44

」
に
、「備

考
36

」
を
「備

考
35

」
に
改
め
る
。

様
式
第
十
一
の
備
考
３
中
「備

考
16及
び
17

」
を
「備

考
15及
び
16

」
に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
６
を
削
り
、
同

様
式
中
備
考
７
を
備
考
６
と
し
、
備
考
８
を
備
考
７
と
し
、
同
様
式
の
備
考
９
中
「備

考
８

」
を
「備

考
７

」
に
改

め
、
同
備
考
を
同
様
式
の
備
考
８
と
し
、
同
様
式
中
備
考
10
を
備
考
９
と
し
、
備
考
11
を
備
考
10
と
し
、
備
考
12
を

備
考
11
と
し
、
備
考
13
を
備
考
12
と
し
、
同
様
式
の
備
考
14
中
「印

及
び
識
別
ラ
ベ
ル
（
承
継
人
が
法
人
の
場
合
に

あ
つ
て
は「【
代
表
者
】」の
欄
並
び
に
印
及
び
識
別
ラ
ベ
ル
）

」を
「「【

代
表
者
】」（
承
継
人
が
法
人
の
場
合
に
限
る
。）

」

に
改
め
、「不

要
と
し
、

」の
下
に「「（【

手
数
料
の
表
示
】）」
の
欄
の
次
に「【
そ
の
他
】」の
欄
を
設
け
て
「
譲
渡
人
の
手

続
で
あ
る
。」の

よ
う
に
記
載
す
る
。

」を
加
え
、「（権

利
の
承
継
を
証
明
す
る
書
面
が
そ
の
謄
本
若
し
く
は
抄
本
で
あ

つ
て
認
証
の
あ
る
も
の
又
は
譲
渡
人
及
び
譲
受
人
が
記
名
し
、印
を
押
し
た
も
の
で
あ
る
と
き
に
限
る
。）

」及
び「（備

考
17に
該
当
す
る
と
き
を
除
く
。）

」
を
削
り
、
同
備
考
た
だ
し
書
を
削
り
、
同
備
考
を
同
様
式
の
備
考
13
と
し
、
同

様
式
中
備
考
15
を
備
考
14
と
し
、
備
考
16
を
備
考
15
と
し
、
備
考
17
を
備
考
16
と
し
、
同
様
式
の
備
考
18
を
削
り
、

同
様
式
の
備
考
19
中
「29か

ら
32ま
で
、
35、
37及
び
41か
ら
45

」
を
「28か

ら
31ま
で
、
34、36及

び
40か
ら
44

」

に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
16
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

17
第
22条
第
１
項
に
お
い
て
準
用
す
る
特
許
法
施
行
規
則
第
５
条
第
１
項
に
規
定
す
る
「
権
利
の
承
継
を
証
明

す
る
書
面
」
は
、
売
買
、
贈
与
等
に
よ
る
と
き
は
「
譲
渡
証
書
」
等
、
相
続
に
よ
る
と
き
は
「
戸
籍
の
謄
本
」

及
び
「
住
民
票
」
等
、
法
人
の
合
併
に
よ
る
と
き
は
「
登
記
事
項
証
明
書
」
等
と
す
る
。「
譲
渡
証
書
」等
に
は
、

譲
渡
人
が
記
名
し
、
印
（
本
人
確
認
で
き
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
様
式
に
お
い
て
同
じ
。）を
押
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

18
第
22条
第
１
項
に
お
い
て
準
用
す
る
特
許
法
施
行
規
則
第
６
条
に
規
定
す
る
「
許
可
、
認
可
、
同
意
若
し
く

は
承
諾
を
証
明
す
る
書
面
」又
は
第
22条
第
２
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
規
則
第
27条
第
１
項
に
規
定
す
る「
持

分
に
つ
い
て
証
明
す
る
書
面
」
に
は
、
そ
の
作
成
者
が
記
名
し
、
印
を
押
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

様
式
第
十
一
の
三
の
備
考
５
中
「25、

27、
30か
ら
32ま
で
及
び
41か
ら
45

」
を
「26、

29か
ら
31ま
で
及
び
40

か
ら
44

」
に
改
め
る
。

様
式
第
十
二
の
備
考
11
中
「記

載
し
、
そ
の
横
に
印
を
押
す

」
を
「記

載
す
る

」
に
、「記

載
し
、
そ
の
横
に
代
表

者
の
印
を
押
す

」
を
「記

載
す
る

」
に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
12
を
削
り
、
同
様
式
中
備
考
13
を
備
考
12
と
し
、
備

考
14
を
備
考
13
と
し
、
同
様
式
の
備
考
15
中
「は

本
人
の
印
及
び
識
別
ラ
ベ
ル
（

」
を
「で

あ
つ
て

」
に
改
め
、「並

び
に
印
及
び
識
別
ラ
ベ
ル
）

」を
削
り
、
同
備
考
を
同
様
式
の
備
考
14
と
し
、
同
様
式
中
備
考
16
を
備
考
15
と
し
、
備

考
17
か
ら
備
考
26
ま
で
を
一
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

様
式
第
十
三
の
備
考
４
中
「記

載
し
、
代
表
者
の
印
を
押
す

」
を
「記

載
す
る

」
に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
６
中

「は
本
人
の
印
（

」
を
「で

あ
つ
て

」
に
改
め
、「及

び
印
）

」を
削
る
。





（
電
気
事
業
法
の
規
定
に
基
づ
く
主
任
技
術
者
の
資
格
等
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
二
十
四
条

電
気
事
業
法
の
規
定
に
基
づ
く
主
任
技
術
者
の
資
格
等
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
四
十
年
通
商
産
業
省
令

第
五
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
一
中
「

」
及
び
「２

氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
署
名
は
必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」を
削
り
、「１

用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業

規
格

」
を
「用

紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
産
業
規
格

」
に
改
め
、
様
式
第
一
の
二
か
ら
様
式
第
七
ま
で
中
「日

本
工
業

規
格

」
を
「日

本
産
業
規
格

」
に
改
め
、
様
式
第
八
中
「

」
及
び
「３

氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代

え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、署
名
は
必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」を
削
り
、

「日
本
工
業
規
格

」を「日
本
産
業
規
格

」に
改
め
、様
式
第
九
中「ふ

り
が
な

氏
名

印

」を「ふ
り
が
な

氏
名

」
に
改
め
る
。

令和年月日 月曜日 (号外特第号)官 報

様
式
第
十
五
の
二
の
備
考
４
を
削
り
、
同
様
式
中
備
考
５
を
備
考
４
と
し
、
同
様
式
の
備
考
６
中
「備

考
７
か
ら

９
ま
で
及
び
12

」
を
「備

考
６
か
ら
８
ま
で
及
び
11

」
に
改
め
、
同
備
考
を
同
様
式
の
備
考
５
と
し
、
同
様
式
中
備

考
７
を
備
考
６
と
し
、
同
様
式
の
備
考
８
中
「又

は
提
出
す
る
書
類
に
印
を
押
さ
ず
若
し
く
は
識
別
ラ
ベ
ル
を
は
ら

な
い
で
し
た
手
続

」
及
び
「、「

代
表
者

」」を
削
り
、
同
備
考
を
同
様
式
の
備
考
７
と
し
、
同
様
式
中
備
考
９
を
備
考

８
と
し
、
備
考
10
か
ら
備
考
14
ま
で
を
一
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
様
式
の
備
考
15
中
「備

考
14及
び
16

」
を
「備

考
13

及
び
15

」
に
改
め
、
同
備
考
を
同
様
式
の
備
考
14
と
し
、
同
様
式
の
備
考
16
中
「備

考
14

」
を
「備

考
13

」に
改
め
、

同
備
考
を
同
様
式
の
備
考
15
と
し
、
同
様
式
中
備
考
17
を
備
考
16
と
し
、
備
考
18
を
備
考
17
と
し
、
同
様
式
の
備
考

19
中
「27、

30か
ら
32ま
で
及
び
41か
ら
45

」
を
「26、

29か
ら
31ま
で
及
び
40か
ら
44

」
に
改
め
、
同
備
考
を
同

様
式
の
備
考
18
と
す
る
。

様
式
第
十
七
の
備
考
10
中
「第

３
項

」
を
「第

２
項

」
に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
11
中
「13、

17及
び
22

」
を

「12、
16及
び
21

」
に
改
め
る
。

様
式
第
十
八
の
備
考
１
中
「第

３
項

」
を
「第

２
項

」
に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
２
中
「13、

17及
び
22

」
を

「12、
16及
び
21

」
に
改
め
る
。

様
式
第
十
九
の
備
考
３
中
「13、

17及
び
22

」
を
「12、

16及
び
21

」
に
改
め
る
。

様
式
第
二
十
の
備
考
２
を
削
り
、
同
様
式
の
備
考
３
中
「第

13条
の
２
第
４
項

」
を
「第

13条
の
２
第
３
項

」
に

改
め
、
同
備
考
を
同
様
式
の
備
考
２
と
し
、
同
様
式
中
備
考
４
を
備
考
３
と
し
、
備
考
５
を
備
考
４
と
し
、
同
様
式

の
備
考
６
中
「27及

び
41か
ら
44ま
で
並
び
に
様
式
第
10の
備
考
５

」
を
「26及

び
40か
ら
43ま
で
並
び
に
様
式
第

10の
備
考
２
及
び
５

」
に
改
め
、
同
備
考
を
同
様
式
の
備
考
５
と
す
る
。

様
式
第
二
十
一
の
備
考
８
中
「24、

26か
ら
32ま
で
及
び
41か
ら
45

」
を
「24か

ら
31ま
で
及
び
40か
ら
44

」
に

改
め
る
。

様
式
第
二
十
二
の
備
考
11
及
び
様
式
第
二
十
三
の
備
考
６
中
「25、
27、
30、
32及
び
41か
ら
45

」
を
「26、29、

31及
び
40か
ら
44

」
に
改
め
る
。

（
電
気
工
事
士
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
十
一
条

電
気
工
事
士
法
施
行
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
一
、
様
式
第
一
の
四
、
様
式
第
一
の
五
、
様
式
第
四
及
び
様
式
第
五
の
三
中
「
」
又
は
「

」及
び「４

氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
署
名
は
必
ず

本
人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」、「５
氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
署
名
は
必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」、「７
氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に

代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
署
名
は
必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」又
は

「８
氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
署
名
は

必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」を
削
り
、
様
式
第
一
の
二
及
び
様
式
第
一
の
三
中
「

」
及
び
「２

氏
名

を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
署
名
は
必
ず
本
人
が

自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」を
削
り
、「１

こ
の

」
を
「こ

の

」
に
改
め
、
様
式
第
六
中
「

」
及
び
「２

氏
名
を

記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
署
名
は
必
ず
本
人
が
自

署
す
る
も
の
と
す
る
。

」を
削
り
、「１

用
紙

」
を
「用

紙

」
に
改
め
る
。

（
重
油
及
び
粗
油
等
の
関
税
割
当
制
度
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
二
十
二
条

重
油
及
び
粗
油
等
の
関
税
割
当
制
度
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
三
十
六
年
通
商
産
業
省
令
第
三
十
五
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
一
、
様
式
第
三
及
び
様
式
第
四
中
「記

名
押
印
又
は
署
名

」
を
「代

表
者
名

」
に
改
め
、「印

」
を
削
る
。

（
電
気
用
品
安
全
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
十
三
条

電
気
用
品
安
全
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
七
年
通
商
産
業
省
令
第
八
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

様
式
第
三
、
様
式
第
五
の
二
、
様
式
第
八
、
様
式
第
九
及
び
様
式
第
十
一
中
「

」
及
び「２

氏
名
を
記
載
し
、

押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

」を
削
り
、「１

こ
の

」
を
「こ

の

」
に
改
め
、
様
式
第
四

中
「

」
を
削
り
、「記

名
押
印
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

」を
「氏

名
を
記
載
す
る
こ
と
。

」に
改
め
、
様
式
第
五
中
「

」
及
び
「３

氏
名
を
記
載
し
、
押
印

す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

」を
削
る
。

（
電
気
関
係
報
告
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
十
五
条

電
気
関
係
報
告
規
則
（
昭
和
四
十
年
通
商
産
業
省
令
第
五
十
四
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
十
三
の
二
及
び
様
式
第
十
三
の
四
か
ら
様
式
第
十
三
の
六
ま
で
中
「

」
及
び
「３

氏
名
を
記
載
し
、

押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
署
名
は
必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も

の
と
す
る
。

」、「４
氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
署
名
は
必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」又
は
「５

氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署

名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
署
名
は
必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」を
削
り
、
様
式
第

十
三
の
三
中
「

」
及
び
「２

氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
署
名
は
必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」を
削
り
、「１

用
紙

」
を
「用

紙

」
に
改
め
る
。

（
発
電
水
力
流
量
測
定
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
十
六
条

発
電
水
力
流
量
測
定
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
三
中
「
日
本
工
業
規
格
」
を
「
日
本
産
業
規
格
」
に
改
め
る
。

（
容
器
保
安
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
十
七
条

容
器
保
安
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
八
中
「

」
及
び
「４

氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、署
名
は
必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」を
削
り
、様
式
第
十
一
及
び
様
式
第
十
五
中「

」

及
び
「２

氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
署

名
は
必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」を
削
り
、「１

こ
の

」
を
「こ

の

」
に
改
め
、
様
式
第
十
九
か
ら
様
式

第
二
十
四
ま
で
中
「署

名
」
を
削
り
、
様
式
第
三
十
三
及
び
様
式
第
三
十
四
中「

高
圧
ガ
ス
保
安
協
会

指
定
容
器
検
査
機
関

印
」

を「
高
圧
ガ
ス
保
安
協
会

指
定
容
器
検
査
機
関
」

に
改
め
る
。





（
冷
凍
保
安
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
十
八
条

冷
凍
保
安
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
二
、
様
式
第
五
か
ら
様
式
第
七
ま
で
、
様
式
第
九
、
様
式
第
十
、
様
式
第
十
三
、
様
式
第
十
四
、
様
式
第

十
五
、
様
式
第
十
九
の
二
、
様
式
第
十
九
の
三
、
様
式
第
二
十
か
ら
様
式
第
二
十
三
ま
で
、
様
式
第
二
十
五
、
様
式

第
二
十
六
、
様
式
第
三
十
七
か
ら
様
式
第
四
十
ま
で
、
様
式
第
四
十
六
中
「

」
及
び
「３

氏
名
を
記
載
し
、
押

印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
署
名
は
必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も
の

と
す
る
。

」又
は
「４

氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
署
名
は
必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」を
削
り
、
様
式
第
十
一
、
様
式
第
十
九
の
四
及
び
様
式
第
二

十
七
中
「高

圧
ガ
ス
保
安
協
会

印

」
を
「高

圧
ガ
ス
保
安
協
会

」
に
改
め
、
様
式
第
十
二
中
「指

定
完
成
検

査
機
関
名

印

」
を
「指

定
完
成
検
査
機
関
名

」
に
改
め
、
様
式
第
十
九
の
五
中
「指

定
輸
入
検
査
機
関
名

印

」
を
「指

定
輸
入
検
査
機
関
名

」
に
改
め
、
様
式
第
二
十
八
中
「指

定
保
安
検
査
機
関
名

印

」を「指
定
保
安
検
査
機
関
名

」
に
改
め
、
様
式
第
四
十
三
の
二
中
「

」
及
び
「３

〔
〕
内
は
該
当
す
る
一
機
関
名
を

記
載
す
れ
ば
よ
い
。

」を
削
り
、
様
式
第
四
十
七
及
び
様
式
第
四
十
八
中

都
道
府
県
知
事

「

印
指
定
都
市
の
長

」
を「都
道
府

指
定
都

県
知
事

市
の
長

」に
改
め
る
。

令和年月日 月曜日 (号外特第号)官 報

（
液
化
石
油
ガ
ス
保
安
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
十
九
条

液
化
石
油
ガ
ス
保
安
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
二
、
様
式
第
五
、
様
式
第
六
、
様
式
第
九
、
様
式
第
十
一
か
ら
様
式
第
十
四
ま
で
、
様
式
第
十
七
、
様
式

第
十
八
、
様
式
第
二
十
一
、
様
式
第
二
十
二
、
様
式
第
二
十
七
の
二
、
様
式
第
二
十
七
の
三
、
様
式
第
二
十
八
か
ら

様
式
第
二
十
九
ま
で
、
様
式
第
三
十
一
か
ら
様
式
第
三
十
七
ま
で
、
様
式
第
三
十
九
、
様
式
第
四
十
、
様
式
第
四
十

三
、
様
式
第
四
十
五
、
様
式
第
四
十
九
、
様
式
第
五
十
一
か
ら
様
式
第
五
十
四
の
三
ま
で
、
様
式
第
五
十
四
の
六
、

様
式
第
五
十
四
の
七
及
び
様
式
第
五
十
七
中
「

」
又
は
「印

」
及
び
「３

氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に

代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
署
名
は
必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」、「４
氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
署
名
は
必
ず

本
人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」、「５
氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
署
名
は
必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」又
は
「６

氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ

と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
署
名
は
必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」

を
削
り
、
様
式
第
十
九
、
様
式
第
二
十
七
の
四
及
び
様
式
第
四
十
一
中
「高

圧
ガ
ス
保
安
協
会

印
」
を
「高

圧
ガ
ス
保
安
協
会

」
に
改
め
、
様
式
第
二
十
中
「指

定
完
成
検
査
機
関
名

印

」
を「指

定
完
成
検
査
機
関
名

」

に
改
め
、
様
式
第
二
十
七
の
五
中
「指
定
輸
入
検
査
機
関
名

印

」
を
「指

定
輸
入
検
査
機
関
名

」
に
改
め
、

様
式
第
四
十
二
中
「指

定
保
安
検
査
機
関
名

印

」
を
「指

定
保
安
検
査
機
関
名

」
に
改
め
、
様
式
第
五
十
七

の
二
中
「代

表
者
氏
名

印

」
を
「代

表
者
氏
名

」
に
改
め
、「４

氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に

代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
署
名
は
必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」を
削

り
、様
式
第
五
十
八
か
ら
様
式
第
五
十
九
ま
で
中「

都
道
府
県
知
事

指
定
都
市
の
長



印
」

を「

都
道
府
県
知
事

指
定
都
市
の
長

」

に
改
め
る
。

（
一
般
高
圧
ガ
ス
保
安
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
十
条

一
般
高
圧
ガ
ス
保
安
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
二
、
様
式
第
五
、
様
式
第
六
、
様
式
第
九
、
様
式
第
十
一
か
ら
様
式
第
十
四
ま
で
、
様
式
第
十
七
、
様
式

第
十
八
、
様
式
第
二
十
一
、
様
式
第
二
十
二
、
様
式
第
二
十
三
、
様
式
第
二
十
八
の
二
、
様
式
第
二
十
八
の
三
、
様

式
第
二
十
九
、
様
式
第
三
十
、
様
式
第
三
十
二
、
様
式
第
三
十
三
か
ら
様
式
第
三
十
八
ま
で
、
様
式
第
四
十
、
様
式

第
四
十
一
、
様
式
第
四
十
四
、
様
式
第
四
十
六
、
様
式
第
五
十
、
様
式
第
五
十
二
か
ら
様
式
第
五
十
五
の
三
ま
で
、

様
式
第
五
十
五
の
六
、
様
式
第
五
十
五
の
七
及
び
様
式
第
五
十
八
中
「

」
及
び
「３

氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す

る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
署
名
は
必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も
の
と
す

る
。

」、「４
氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
署

名
は
必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」、「５
氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
署
名
は
必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」又
は
「６

氏
名
を
記
載
し
、

押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
署
名
は
必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も

の
と
す
る
。

」を
削
り
、
様
式
第
十
九
、
様
式
第
二
十
八
の
四
及
び
様
式
第
四
十
二
中
「高

圧
ガ
ス
保
安
協
会

印

」
を
「高
圧
ガ
ス
保
安
協
会

」
に
改
め
、
様
式
第
二
十
中
「指

定
完
成
検
査
機
関
名

印

」
を
「指

定
完
成

検
査
機
関
名

」
に
改
め
、
様
式
第
二
十
八
の
五
中
「指

定
輸
入
検
査
機
関
名

印

」
を
「指

定
輸
入
検
査
機
関

名

」
に
改
め
、
様
式
第
四
十
三
中
「指

定
保
安
検
査
機
関
名

印

」
を
「指

定
保
安
検
査
機
関
名

」
に
改
め
、

様
式
第
五
十
九
及
び
様
式
第
六
十
中「

都
道
府
県
知
事

指
定
都
市
の
長



印
」

を「

都
道
府
県
知
事

指
定
都
市
の
長

」

に
改
め
る
。

（
液
化
石
油
ガ
ス
器
具
等
の
技
術
上
の
基
準
等
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
三
十
一
条

液
化
石
油
ガ
ス
器
具
等
の
技
術
上
の
基
準
等
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
四
十
三
年
通
商
産
業
省
令
第
二
十

三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
二
、
様
式
第
五
、
様
式
第
七
の
二
、
様
式
第
十
、
様
式
第
十
四
及
び
様
式
第
十
五
中
「

」
又
は
「

」

及
び
「２

氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

」を
削
り
、「１

こ
の

」
を

「こ
の

」
に
改
め
、
様
式
第
六
中
「

」
を
削
り
、「記

名
押
印
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る

こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

」を
「氏

名
を
記
載
す
る
こ
と
。

」に
改
め
、
様
式
第
七
中
「

」
及
び

「３
氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

」を
削
る
。

（
砂
利
採
取
業
者
の
登
録
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
十
二
条

砂
利
採
取
業
者
の
登
録
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
三
年
通
商
産
業
省
令
第
八
十
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
一
、
様
式
第
三
、
様
式
第
四
の
二
、
様
式
第
六
、
様
式
第
六
の
二
、
様
式
第
八
か
ら
様
式
第
十
ま
で
及
び

様
式
第
十
二
中
「

」
又
は
「

」
及
び
「３

氏
名

（
ふ
り
が
な
）の
記
載
を
自
署
で
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
押
印
を
省
略

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

」、「３
氏
名
の
記
載
を
自
署
で
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
押
印
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

」又
は
「４

氏
名

（
ふ
り
が
な
）の
記
載
を
自
署
で
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、押
印
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

」を
削
り
、

様
式
第
五
中
「

」
及
び
「４

氏
名

（
ふ
り
が
な
）の
記
載
を
自
署
で
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
押
印
を
省
略
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

」を
削
り
、「記

名
押
印

」
を
「記

名

」
に
改
め
、
様
式
第
七
及
び
様
式
第
十
四
中
「

」
及
び
「３

氏
名
の

記
載
を
自
署
で
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
押
印
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

」を
削
り
、
同
様
式
備
考
４
を
同
様
式

備
考
３
と
す
る
。

（
ガ
ス
事
業
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
十
三
条

ガ
ス
事
業
法
施
行
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
一
、
様
式
第
十
五
、
様
式
第
十
九
か
ら
様
式
第
二
十
一
ま
で
、
様
式
第
二
十
三
、
様
式
第
二
十
九
、
様
式

第
三
十
四
、
様
式
第
三
十
六
、
様
式
第
四
十
二
、
様
式
第
四
十
七
、
様
式
第
五
十
、
様
式
第
五
十
五
、
様
式
第
五
十

六
、
様
式
第
六
十
、
様
式
第
六
十
七
、
様
式
第
七
十
七
、
様
式
第
七
十
九
か
ら
様
式
第
八
十
一
ま
で
、
様
式
第
八
十

八
、
様
式
第
八
十
九
、
様
式
第
九
十
二
及
び
様
式
第
九
十
三
中
「印

」
及
び
「３

氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ

と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、署
名
は
必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」、

「４
氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
署
名
は

必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」、「５
氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
署
名
は
必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」、「７
氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る

こ
と
に
代
え
て
、署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。こ
の
場
合
に
お
い
て
、署
名
は
必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」、

「10
氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
署
名
は


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（
ガ
ス
事
業
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
ガ
ス
事
業
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
十
四
条

ガ
ス
事
業
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
ガ
ス
事
業
法
施
行
規
則
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
十
四
の
二
、
様
式
第
十
四
の
二
の
二
、
様
式
第
十
五
及
び
様
式
第
四
十
七
の
二
中
「

」
及
び
「２

氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
署
名
は
必
ず
本
人

が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」を
削
り
、「１

用
紙

」
を
「用

紙
」
に
改
め
る
。

（
電
気
工
事
業
の
業
務
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
十
五
条

電
気
工
事
業
の
業
務
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
一
中
「

」
及
び
「６

氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
署
名
は
必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」を
削
り
、
同
様
式
備
考
７
を
同
様
式
備
考
６
と

し
、
様
式
第
九
中
「

」
及
び
「４

氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
署
名
は
必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」を
削
り
、「記

名
捺
印

」
を
「記

名

」に
改
め
、

様
式
第
十
、
様
式
第
十
四
の
二
、
様
式
第
十
八
及
び
様
式
第
二
十
一
中
「

」
及
び
「３

氏
名
を
記
載
し
、
押
印

す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
署
名
は
必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も
の
と

す
る
。

」、「４
氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

署
名
は
必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」又
は
「６

氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
署
名
は
必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」を
削
る
。

（
ガ
ス
用
品
の
技
術
上
の
基
準
等
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
三
十
六
条

ガ
ス
用
品
の
技
術
上
の
基
準
等
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
四
十
六
年
通
商
産
業
省
令
第
二
十
七
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
二
、
様
式
第
五
、
様
式
第
七
の
二
、
様
式
第
十
、
様
式
第
十
二
及
び
様
式
第
十
六
中
「

」
又
は
「印

」

及
び
「２

氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

」を
削
り
、「１

こ
の

」
を

「こ
の

」
に
改
め
、
様
式
第
六
中
「

」
を
削
り
、「記

名
押
印
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る

こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

」を
「氏

名
を
記
載
す
る
こ
と
。

」に
改
め
、
様
式
第
七
中
「

」
及
び

「３
氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

」を
削
る
。

（
経
済
産
業
省
関
係
化
学
物
質
の
審
査
及
び
製
造
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
十
一
条

経
済
産
業
省
関
係
化
学
物
質
の
審
査
及
び
製
造
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
九
年

通
商
産
業
省
令
第
四
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
一
、
様
式
第
七
、
様
式
第
九
、
様
式
第
十
、
様
式
第
十
八
及
び
様
式
第
十
九
中
「

」
及
び
「３

氏
名

を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

」又
は
「４

氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ

と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

」を
削
り
、
様
式
第
二
か
ら
様
式
第
四
ま
で
及
び
様
式
第
二
十
中
「

」

及
び
「２

氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

」を
削
り
、「１

用
紙

」
を

「用
紙

」
に
改
め
、
様
式
第
五
及
び
様
式
第
六
中
「

」
及
び
「２

氏
名
を
記
載
し
、押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、

署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

」を
削
り
、
同
様
式
備
考
３
を
同
様
式
備
考
２
と
し
、
様
式
第
八
中
「

」
及
び
「３

氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

」を
削
り
、「記

名
押
印
す
る
こ
と
。
た
だ

し
、
氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

」を
「記

名
す
る
こ
と
。

」に
改
め
、

同
様
式
備
考
４
を
同
様
式
備
考
３
と
し
、
様
式
第
十
一
中
「

届
出
者

」
を
「届

出
者

」
に
改
め
、「

」
及
び
「

氏
名
（
法
人
に
あ
つ
て
は
そ
の
代
表
者
の
氏
名
）
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
本
人
（
法
人
に
あ
つ
て

は
そ
の
代
表
者
）
が
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

」を
削
り
、

を

と
し
、

か
ら

ま
で
を
一
ず
つ
繰
り
上
げ
、

様
式
第
十
二
中
「

届
出
者

」
を
「届

出
者

」
に
改
め
、「

」
及
び
「

氏
名
（
法
人
に
あ
つ
て
は
そ
の
代
表
者
の

氏
名
）
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
本
人
（
法
人
に
あ
つ
て
は
そ
の
代
表
者
）
が
署
名
す
る
こ
と
が
で

（
熱
供
給
事
業
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
熱
供
給
事
業
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
十
七
条

電
気
事
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置
に
関
す
る
省
令
（
平
成
二
十

八
年
経
済
産
業
省
令
第
三
十
三
号
）
附
則
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
し
て
読

み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
熱
供
給
事
業
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
八
年
経
済
産
業
省
令
第
三

十
二
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
熱
供
給
事
業
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
通
商
産
業
省
令
第
百
四
十
三
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
九
か
ら
様
式
第
十
二
ま
で
及
び
様
式
第
十
七
中
「

」
及
び
「２

氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に

代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
署
名
は
必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」を
削

り
、「１

用
紙

」
を
「用
紙

」
に
改
め
る
。

（
熱
供
給
事
業
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
十
八
条

熱
供
給
事
業
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
通
商
産
業
省
令
第
百
四
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

様
式
第
一
、
様
式
第
十
二
、
様
式
第
十
三
及
び
様
式
第
十
六
中
「

」
及
び
「３

氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る

こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。こ
の
場
合
に
お
い
て
、署
名
は
必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」

又
は
「７

氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
署

名
は
必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」を
削
り
、
様
式
第
六
及
び
様
式
第
八
中
「

」
を
削
り
、「８

ま
で

」
を

「６
ま
で

」
に
改
め
、
様
式
第
七
、
様
式
第
九
か
ら
様
式
第
十
一
ま
で
、
様
式
第
十
四
及
び
様
式
第
十
五
中
「

」

及
び
「２

氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
署

名
は
必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」を
削
り
、「１

用
紙

」
を
「用

紙

」
に
改
め
る
。

（
石
油
需
給
適
正
化
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
十
九
条

石
油
需
給
適
正
化
法
施
行
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
三
中
「氏

名
印

」
を
「氏

名

」
に
改
め
、
様
式
第
八
中
「印

」
及
び
「５

．「
押
印
」
の
欄

に
は
、
押
印
を
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
書
類
に
つ
い
て
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
よ
る
手
続
を
行
う
場
合
に
あ

つ
て
は
、
押
印
を
す
る
こ
と
。

」を
削
り
、
同
様
式
備
考
６
を
同
様
式
備
考
５
と
す
る
。

（
経
済
産
業
省
関
係
特
定
製
品
の
技
術
上
の
基
準
等
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
四
十
条

経
済
産
業
省
関
係
特
定
製
品
の
技
術
上
の
基
準
等
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
二
、
様
式
第
五
、
様
式
第
七
の
二
、
様
式
第
十
、
様
式
第
十
五
及
び
様
式
第
十
六
中
「

」
又
は
「

」

及
び
「２

氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

」を
削
り
、「１

こ
の

」
を

「こ
の

」
に
改
め
、
様
式
第
六
中
「

」
を
削
り
、「記

載
し
、
押
印
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
氏
名
を
記
載
し
、
押
印

す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

」を
「記

載
す
る
こ
と
。

」に
改
め
、
様
式
第
七
中
「

」及
び「３

氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

」を
削
る
。

必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」又
は
「13

氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
署
名
は
必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」を
削
り
、
様
式
第
四
、
様
式
第

六
及
び
様
式
第
五
十
七
中
「印

」
を
削
り
、「10ま

で

」
を
「９

ま
で

」
又
は
「13ま

で

」
を
「12ま

で

」
に
改
め
、

様
式
第
五
、
様
式
第
七
か
ら
様
式
第
九
ま
で
、
様
式
第
十
六
、
様
式
第
十
八
、
様
式
第
二
十
八
、
様
式
第
三
十
五
、

様
式
第
三
十
七
か
ら
様
式
第
四
十
一
ま
で
、
様
式
第
四
十
三
か
ら
様
式
第
四
十
六
ま
で
、
様
式
第
四
十
八
、
様
式
第

四
十
九
、
様
式
第
五
十
一
か
ら
五
十
四
ま
で
、
様
式
第
五
十
八
、
様
式
第
五
十
九
、
様
式
第
六
十
一
か
ら
様
式
第
六

十
六
ま
で
、
様
式
第
六
十
八
、
様
式
第
七
十
か
ら
様
式
第
七
十
六
ま
で
、
様
式
第
七
十
八
、
様
式
第
八
十
二
、
様
式

第
八
十
三
、
様
式
第
八
十
七
、
様
式
第
九
十
四
及
び
様
式
第
九
十
五
中
「印

」
及
び
「２

氏
名
を
記
載
し
、
押
印

す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
署
名
は
必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も
の
と

す
る
。

」を
削
り
、「１

用
紙

」
を
「用

紙

」
に
改
め
、
様
式
第
二
十
四
か
ら
様
式
第
二
十
七
ま
で
中
「印

」及
び「４

氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
署
名
は
必
ず
本

人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」を
削
り
、
様
式
第
九
十
、
様
式
第
九
十
一
、
様
式
第
九
十
八
中
「印

」
及
び
「２

氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
署
名
は
必
ず
本

人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」
を
削
り
、「１

こ
の
用
紙

」
を
「こ

の
用
紙

」
に
改
め
る
。


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」を
削
り
、

を

と
し
、、
か
ら

ま
で
を
一
ず
つ
繰
り
上
げ
、
様
式
第
十
三
中
「

」
及
び
「２

．
氏
名

（
法
人
に
あ
つ
て
は
そ
の
代
表
者
の
氏
名
）
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
本
人
（
法
人
に
あ
つ
て
は
そ

の
代
表
者
）
が
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

」を
削
り
、
同
様
式
備
考
３
を
同
様
式
備
考
２
と
し
、
同
様
式
備
考
４
か

ら
同
様
式
備
考
10
ま
で
を
一
ず
つ
繰
り
上
げ
、
様
式
第
十
四
中
「

」
及
び
「２

．
氏
名
（
法
人
に
あ
つ
て
は
そ
の

代
表
者
の
氏
名
）
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
本
人
（
法
人
に
あ
つ
て
は
そ
の
代
表
者
）
が
署
名
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

」を
削
り
、
同
様
式
備
考
３
を
同
様
式
備
考
２
と
し
、
同
様
式
備
考
４
か
ら
同
様
式
備
考
11
ま
で
を

一
ず
つ
繰
り
上
げ
、
様
式
第
二
十
一
中
「

」
及
び
「５

「
押
印
」
の
欄
に
は
、
押
印
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る

書
類
に
つ
い
て
光
デ
ィ
ス
ク
に
よ
る
手
続
を
行
う
場
合
に
あ
つ
て
は
、
押
印
す
る
。
た
だ
し
、
氏
名
を
記
載
し
、
押

印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

」を
削
り
、
同
様
式
備
考
６
を
同
様
式
備
考
５
と
す
る
。

（
特
定
設
備
検
査
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
十
二
条

特
定
設
備
検
査
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
十
中
「

」
及
び
「２

氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
署
名
は
必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」を
削
り
、「１

こ
の

」
を
「こ

の

」
に
改
め
、

様
式
第
二
十
四
中
「

」
及
び
「３

氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
署
名
は
必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」を
削
り
、
様
式
第
十
八
か
ら
様
式
第
二
十
三

ま
で
中
「署

名

」
を
削
る
。

（
石
油
の
備
蓄
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
十
三
条

石
油
の
備
蓄
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
八
、
様
式
第
十
一
か
ら
様
式
第
十
三
ま
で
及
び
様
式
第
二
十
四
中
「氏

名
印

」
を
「氏

名

」
に
改
め
、
様
式
第
九
中
「印
」
及
び
「５
登
録
申
請
者
本
人
が
署
名
押
印
す

る
こ
と
。

」を
削
り
、
様
式
第
二
十
三
中
「印

」
を
削
り
、「署

名

」
を
「署
名
又
は
記
名

」
に
改
め
、
様
式
第
四
十
五

中
「印

」
及
び
「５

「
押
印
」の
欄
に
は
、押
印
を
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
書
類
に
つ
い
て
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ

ス
ク
に
よ
る
手
続
を
行
う
場
合
に
あ
つ
て
は
、
押
印
を
す
る
こ
と
。

」を
削
り
、
同
様
式
備
考
６
を
同
様
式
備
考
５
と

す
る
。

（
揮
発
油
等
の
品
質
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
十
四
条

揮
発
油
等
の
品
質
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
五
の
二
中
「氏

名
印

」
を
「氏
名

」
に
改
め
、
様
式
第
三
十
一
中
「

」
及
び
「２

氏
名
を
記

載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
署
名
は
必
ず
本
人
が
自
署

す
る
も
の
と
す
る
。

」を
削
り
、「１

こ
の

」
を
「こ

の

」
に
改
め
、
様
式
第
三
十
二
中
「

」
及
び
「４

氏
名
を

記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
署
名
は
必
ず
本
人
が
自

署
す
る
も
の
と
す
る
。

」を
削
る
。

（
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
十
六
条

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
一
か
ら
様
式
第
九
ま
で
、
様
式
第
十
九
、
様
式
第
二
十
一
、
様
式
第
二
十
七
か
ら
様
式
第
三
十
ま
で
及
び

様
式
第
四
十
中
「

印

」
を
削
り
、
様
式
第
二
十
中
「印

」
及
び
「３

氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え

て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
署
名
は
必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」を
削
り
、

同
様
式
備
考
４
を
同
様
式
備
考
３
と
し
、
同
様
式
備
考
５
を
同
様
式
備
考
４
と
し
、
様
式
第
二
十
二
か
ら
様
式
第
二

十
六
ま
で
中
「

印

」
及
び
「３

氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

」を

削
り
、
様
式
第
四
十
二
中
「印

」
及
び
「５

「
押
印
」
の
欄
に
は
、
押
印
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
書
類
に
つ
い

て
光
デ
ィ
ス
ク
に
よ
る
手
続
を
行
う
場
合
に
あ
つ
て
は
、
押
印
を
す
る
こ
と
。

」を
削
り
、
同
様
式
備
考
６
を
同
様
式

備
考
５
と
す
る
。

（
特
定
ガ
ス
消
費
機
器
の
設
置
工
事
の
監
督
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
十
七
条

特
定
ガ
ス
消
費
機
器
の
設
置
工
事
の
監
督
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。様

式
第
十
一
及
び
様
式
第
十
四
中
「

」
及
び
「３

氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
署
名
は
必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」を
削
る
。

（
深
海
底
鉱
業
暫
定
措
置
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
十
八
条

深
海
底
鉱
業
暫
定
措
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
一
、
様
式
第
三
か
ら
様
式
第
十
二
の
二
ま
で
及
び
様
式
第
十
四
中
「

」
を
削
り
、「氏

名
を
記
載
し
、
押

印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
署
名
は
必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も
の

と
す
る
。

」を
「氏

名
（
代
表
者
の
氏
名
を
除
く
。）は
本
人
が
記
名
す
る
こ
と
。

」に
改
め
、
様
式
第
十
五
中
「

」
及

（
特
許
協
力
条
約
に
基
づ
く
国
際
出
願
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
十
五
条

特
許
協
力
条
約
に
基
づ
く
国
際
出
願
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
三
年
通
商
産
業
省
令
第

三
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
三
項
中
「
印
を
押
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
そ
の
書
面
が
特
許
庁
以
外
の
条
約
に
規
定
す
る

国
際
調
査
機
関
が
国
際
調
査
を
す
る
国
際
出
願
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
押
印
に
代
え
て
提
出
者
が
」
を
削

る
。第

六
条
第
一
項
中
「
印
を
押
し
た
願
書
（
特
許
庁
以
外
の
条
約
に
規
定
す
る
国
際
調
査
機
関
が
国
際
調
査
を
す
る

国
際
出
願
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
者
が
記
名
し
、
か
つ
、
署
名
を
し
た
も
の
）」を
「
署
名
を
し
た
願
書
」
に
改
め
る
。

第
九
条
第
一
項
中
「
、
あ
て
名
又
は
印
鑑
」
を
「
又
は
あ
て
名
」
に
、「
、
様
式
第
四
若
し
く
は
様
式
第
四
の
二
又

は
様
式
第
五
若
し
く
は
様
式
第
五
の
二
」
を
「
又
は
様
式
第
四
若
し
く
は
様
式
第
四
の
二
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
第
二
項
及
び
第
三
十
条
第
二
号
中
「
押
印
又
は
」
を
削
る
。

第
三
十
六
条
第
四
項
中
「
印
を
押
し
、
又
は
」
を
削
る
。

第
五
十
三
条
第
三
項
及
び
第
六
十
三
条
第
一
項
第
四
号
中
「
押
印
」
を
「
署
名
」
に
改
め
る
。

第
八
十
四
条
第
三
項
中
「
の
印
を
押
す
」
を
「
が
署
名
を
す
る
」
に
改
め
る
。

様
式
第
一
、
様
式
第
二
、
様
式
第
二
の
三
、
様
式
第
二
の
五
、
様
式
第
二
の
七
、
様
式
第
二
の
九
、
様
式
第
十
一

の
三
、
様
式
第
十
一
の
五
、
様
式
第
十
一
の
七
、
様
式
第
十
二
、
様
式
第
十
三
、
様
式
第
十
三
の
三
、様
式
第
十
五
、

様
式
第
十
五
の
二
の
二
、
様
式
第
十
五
の
二
の
四
、
様
式
第
十
五
の
三
、
様
式
第
十
六
、
様
式
第
十
七
、
様
式
第
二

十
の
三
、
様
式
第
二
十
一
の
三
、
様
式
第
二
十
四
、
様
式
第
二
十
六
及
び
様
式
第
二
十
六
の
三
中
「

」
を「（署

名
：






）

」に
改
め
る
。

様
式
第
一
の
二
、
様
式
第
二
の
二
、
様
式
第
二
の
四
、
様
式
第
二
の
六
、
様
式
第
二
の
八
、
様
式
第
二
の
十
、
様

式
第
三
の
二
、
様
式
第
四
の
二
、
様
式
第
五
の
四
、
様
式
第
五
の
六
、
様
式
第
六
の
二
、
様
式
第
十
一
の
四
、
様
式

第
十
一
の
六
、
様
式
第
十
一
の
八
、
様
式
第
十
二
の
二
、
様
式
第
十
三
の
二
、
様
式
第
十
三
の
四
、
様
式
第
十
五
の

二
、
様
式
第
十
五
の
二
の
三
、
様
式
第
十
五
の
二
の
五
、
様
式
第
十
五
の
四
、
様
式
第
十
六
の
二
、
様
式
第
十
七
の

二
、
様
式
第
二
十
六
の
二
、
様
式
第
二
十
六
の
四
、
様
式
第
二
十
七
の
二
及
び
様
式
第
二
十
九
の
二
中「（

）

」を
削

る
。様

式
第
十
八
の
二
、
様
式
第
十
九
の
二
、
様
式
第
二
十
の
四
、
様
式
第
二
十
一
の
四
、
様
式
第
二
十
二
の
二
、
様

式
第
二
十
三
の
二
及
び
様
式
第
二
十
四
の
二
中
「

」
を
「S

ig
n
a
tu
re







」
に
改
め
る
。

様
式
第
一
の
備
考
18
及
び
様
式
第
二
の
三
の
備
考
４
中
「印

」
を
「署

名

」
に
改
め
る
。

様
式
第
一
の
二
の
備
考
８
及
び
様
式
第
二
の
四
の
備
考
３
中
「又

は
印

」
を
削
る
。

様
式
第
三
の
備
考
６
中
「印

を
押
す

」
を
「署

名
を
す
る

」
に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
16
中
「印

」
を
「署

名

」

に
改
め
、
同
様
式
の
備
考
20
中
「印

」
を
「署

名

」
に
改
め
る
。

様
式
第
五
及
び
第
五
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

様
式
第
５
及
び
様
式
第
５
の
２

削
除


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び
「６

「
押
印
」
の
欄
に
は
、
押
印
を
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
書
類
に
つ
い
て
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
よ

る
手
続
を
行
う
場
合
に
あ
つ
て
は
、
押
印
を
す
る
こ
と
。

」を
削
り
、「記

名
押
印

」
を
「記

名

」
に
改
め
、
同
様
式
備

考
７
を
同
様
式
備
考
６
と
し
、
同
様
式
備
考
８
を
同
様
式
備
考
７
と
す
る
。

（
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
士
の
試
験
及
び
免
状
の
交
付
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
十
九
条

エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
士
の
試
験
及
び
免
状
の
交
付
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
三
「

印

」
を
削
り
、
様
式
第
七
、
様
式
第
九
か
ら
様
式
第
十
四
ま
で
、
様
式
第
十
六
及
び
様
式
第
十
八

か
ら
様
式
第
二
十
六
ま
で
中
「

印

」
及
び
「３

氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

」を
削
り
、
様
式
第
八
及
び
様
式
第
十
七
中
「

印

」
及
び
「３

氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に

代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

」を
削
り
、
同
様
式
備
考
４
を
同
様
式
備
考
３
と
し
、
同
様
式
備
考
５
を
同
様

式
備
考
４
と
す
る
。

（
特
定
物
質
等
の
規
制
等
に
よ
る
オ
ゾ
ン
層
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
五
十
三
条

特
定
物
質
等
の
規
制
等
に
よ
る
オ
ゾ
ン
層
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
六
十
三
年
通
商
産

業
省
令
第
八
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
一
、
様
式
第
四
及
び
様
式
第
五
中
「

」
及
び
「６

氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署

名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

」を
削
り
、
同
様
式
備
考
７
を
同
様
式
備
考
６
と
し
、
様
式
第
二
及
び
様
式
第
三
中
「

」

及
び
「５
氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

」を
削
り
、
同
様
式
備
考
６

を
同
様
式
備
考
５
と
し
、
様
式
第
六
、
様
式
第
十
二
か
ら
様
式
第
十
四
ま
で
及
び
様
式
第
十
六
の
二
中
「

」
及
び

「２
氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

」を
削
り
、
同
様
式
備
考
３
を
同

様
式
備
考
２
と
し
、
様
式
第
七
及
び
様
式
第
十
一
中
「

」
及
び
「４

氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え

て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

」を
削
り
、
同
様
式
備
考
５
を
同
様
式
備
考
４
と
し
、
様
式
第
十
五
中
「

」
及
び

「３
氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

」を
削
り
、「記

名
押
印

」
を
「記

名

」
に
改
め
、
様
式
第
十
六
及
び
様
式
第
二
十
一
か
ら
様
式
第
二
十
三
ま
で
中
「

」
及
び「３

氏
名
を
記
載
し
、

押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

」を
削
り
、
同
様
式
備
考
４
を
同
様
式
備
考
３
と
し
、
様
式

第
十
七
中
「

」
及
び
「７

氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

」を
削
り
、

同
様
式
備
考
８
を
同
様
式
備
考
７
と
し
、
様
式
第
十
八
中
「

」
及
び
「８

氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に

代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

」を
削
り
、
同
様
式
備
考
９
を
同
様
式
備
考
８
と
し
、
様
式
第
二
十
中
「

」、

「４
「
押
印
」
の
欄
に
は
、
押
印
を
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
書
類
に
つ
い
て
光
デ
ィ
ス
ク
に
よ
る
手
続
を
行
う

場
合
に
あ
つ
て
は
、
押
印
を
す
る
こ
と
。

」及
び
「６

氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

」を
削
り
、
同
様
式
備
考
５
を
同
様
式
備
考
４
と
し
、
同
様
式
備
考
７
を
同
様
式
備
考
５
と
す
る
。

（
工
業
所
有
権
に
関
す
る
手
続
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
五
十
四
条

工
業
所
有
権
に
関
す
る
手
続
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
年
通
商
産
業
省
令
第
四
十

一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
第
五
条
に
お
い
て
同
じ
。」を
削
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
、
住
所
若
し
く
は
居
所
又
は
手
続
に
お
い
て
使
用
し
よ
う
と
す
る
印
鑑
」
を
「
又
は
住
所
若

し
く
は
居
所
」
に
、「
、
様
式
第
三
又
は
様
式
第
四
」
を
「
又
は
様
式
第
三
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
を
同
条
第
五
項

と
し
、
同
条
第
三
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三

項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

特
許
出
願
人
、
実
用
新
案
登
録
出
願
人
、
意
匠
登
録
出
願
人
及
び
商
標
登
録
出
願
人
が
前
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
を
す
る
と
き
は
、
同
項
の
書
面
に
提
出
者
（
代
理
人
を
除
く
。）の
印
を
押
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
条
を
削
る
。

第
五
条
の
二
第
一
項
第
四
号
中
「
、
住
所
若
し
く
は
居
所
又
は
印
鑑
」
を
「
又
は
住
所
若
し
く
は
居
所
」に
改
め
、

同
条
を
第
五
条
と
す
る
。

第
六
条
第
一
項
中
「
第
五
条
の
二
第
二
項
」
を
「
前
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
十
条
第
五
号
の
二
ト
中「（
印
鑑
を
変
更
す
る
場
合
を
除
く
。）」
を
削
り
、
同
条
第
六
十
三
号
中
「
第
八
項
」
を

「
第
七
項
」
に
改
め
、
同
条
第
六
十
四
号
中
「
第
四
項
」
を
「
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
六
十
五
号
中「
第
四
項
」

を
「
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
第
一
項
第
四
号
中
「
第
五
条
の
二
第
二
項
」
を
「
第
五
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
第
十
七
号
中
「
第

六
十
九
条
第
三
項
」
を
「
第
六
十
九
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
四
条
の
二
第
三
十
六
号
中
「
第
五
条
の
二
第
二
項
」
を
「
第
五
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
八
条
第
二
項
を
削
る
。

第
六
十
一
条
第
三
項
中
「
第
三
項
」
を
「
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
第
四
項
」
を
「
第
三
項
」
に
改

め
る
。

（
回
路
配
置
利
用
権
等
の
登
録
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
五
十
条

回
路
配
置
利
用
権
等
の
登
録
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
六
十
年
通
商
産
業
省
令
第
八
十
一
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
二
中
「

」
及
び
「５

代
理
人
に
よ
る
と
き
は
本
人
の
印
は
不
要
と
す
る
。

」を
削
り
、「記
載
し
、
代
表

者
の
印
を
押
す

」
を
「記

載
す
る

」
に
改
め
、
同
様
式
備
考
６
を
同
様
式
備
考
５
と
し
、
同
様
式
備
考
７
か
ら
同
様

式
備
考
９
ま
で
を
一
ず
つ
繰
り
上
げ
、
様
式
第
三
中
「

」
を
削
り
、「９

ま
で

」
を
「８

ま
で

」
に
改
め
る
。

（
航
空
機
工
業
振
興
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
五
十
一
条

航
空
機
工
業
振
興
法
施
行
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
五
中
「印

」
及
び
「５

．「
押
印
」
の
欄
に
は
、
押
印
を
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
書
類
に
つ
い
て
フ
レ

キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
よ
る
手
続
を
行
う
場
合
に
あ
つ
て
は
、
押
印
を
す
る
。

」を
削
り
、
同
様
式
備
考
６
を
同
様
式

備
考
５
と
す
る
。

（
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
保
安
規
則
の
一
部
改
正
）

第
五
十
二
条

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
保
安
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
四
、
様
式
第
七
、
様
式
第
八
、
様
式
第
十
一
、
様
式
第
十
三
、
様
式
第
十
四
、
様
式
第
十
五
か
ら
様
式
第

十
七
ま
で
、
様
式
第
十
九
、
様
式
第
二
十
、
様
式
第
二
十
三
、
様
式
第
二
十
五
、
様
式
第
二
十
九
、
様
式
第
三
十
一

か
ら
様
式
第
三
十
四
の
三
ま
で
、
様
式
第
三
十
四
の
六
、
様
式
第
三
十
四
の
七
及
び
様
式
第
三
十
七
中
「

」
及
び

「３
氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
署
名
は

必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」、「４
氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
署
名
は
必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」、「５
氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る

こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。こ
の
場
合
に
お
い
て
、署
名
は
必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」

又
は
「６

氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
署

名
は
必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」を
削
り
、
様
式
第
五
中
「

」、「３
［

］
内
は
該
当
す
る
一
機
関

名
を
記
載
す
れ
ば
よ
い
。

」及
び
「４

氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
署
名
は
必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」を
削
り
、
様
式
第
九
及
び
様
式
第
二
十
一
中

「高
圧
ガ
ス
保
安
協
会

印

」
を
「高

圧
ガ
ス
保
安
協
会

」
に
改
め
、
様
式
第
十
中
「指

定
完
成
検
査
機
関
名

印

」
を
「指
定
完
成
検
査
機
関
名

」
に
改
め
、
様
式
第
十
四
の
二
中
「

」を
削
り
、「３

氏
名
を
記
載
し
、

押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
署
名
は
必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も

の
と
す
る
。

」を
削
り
、
同
様
式
備
考
４
を
同
様
式
備
考
３
と
し
、
様
式
第
二
十
二
中
「指

定
保
安
検
査
機
関
名

印

」
を
「指

定
保
安
検
査
機
関
名

」
に
改
め
、
様
式
第
三
十
八
及
び
様
式
第
三
十
九
中「都

道
府
県
知
事

指
定
都
市
の
長



印

」
を「都

道
府
県
知
事

指
定
都
市
の
長

」に
改
め
る
。
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様 式 第 一 中

「  」 を 削 る 。

様 式 第 一 、 様 式 第 六 、 様 式 第 八 、 様 式 第 三 十 三 、 様 式 第 三 十 四 及 び 様 式 第 三 十 六 か ら 様 式 第 四 十

の 三 ま で 中
「 又は 識別ラベル 」 を 削 る 。

様 式 第 一 の 備 考 ７ を 削 り 、 同 様 式 の 備 考 ８ 中 「記載し、代表者の印を押す 」 を 「記載する 」 に 改

め 、 同 備 考 を 同 様 式 の 備 考 ７ と し 、 同 様 式 中 備 考 ９ を 備 考 ８ と し 、 備 考 10 か ら 備 考 13 ま で を 一 ず つ

繰 り 上 げ 、 同 様 式 の 備 考 14 を 削 り 、 同 様 式 中 備 考 15 を 備 考 13 と し 、 備 考 16 か ら 備 考 19 ま で を 二 ず つ

繰 り 上 げ る 。

様 式 第 二 中

「 又 は 識別ラベル 」 を 削 り 、「新氏名又は名称 」 の

下 に 「 」 を 加 え る 。

様 式 第 三 中

「 又 は 識別ラベル 」 を 削 り 、「新住所又は新居所 」 の

下 に 「 」 を 加 え る 。

令
和

年


月


日
月
曜
日

(号
外
特
第



号
)

官
報

第 六 十 二 条 中 「 第 三 項 」 を 「 第 二 項 」 に 改 め る 。

第 六 十 三 条 第 二 項 中 「 第 三 項 」 を 「 第 二 項 」 に 改 め る 。

第 六 十 四 条 中 「 第 三 項 」 を 「 第 二 項 」 に 改 め る 。

様 式 第 三 十 三 の 備 考 ５ 中 「13、14及び16から19 」 を 「12及び14から17 」 に 、「様式第２の備考１か
ら３まで及び５ 」 を 「様式第８の備考１から４ 」 に 改 め る 。

様 式 第 三 十 四 の 備 考 ２ 中 「８、９、11から14まで及び16から18 」 を 「７、８及び10から16まで 」

に 、「、様式第２の備考２及び３並びに様式第６の備考１ 」 を 「並びに様式第８の備考１から４まで 」

に 改 め る 。

様 式 第 三 十 五 の 備 考 ２ 中 「10、13及び16から19 」 を 「９及び12から17 」 に 、「様式第２ 」 を 「様式
第８に 」 改 め る 。

様 式 第 三 十 六 の 備 考 ２ 中 「、８から14まで及び16から19 」 を 「及び７から17 」 に 改 め る 。

様 式 第 三 十 七 の 備 考 ２ 中 「、６、８、13、14及び16から19 」 を 「から７まで及び12から17 」 に 、「様
式第２の備考２及び３ 」 を 「様式第８の備考１から４まで 」 に 改 め る 。

様 式 第 三 十 八 の 備 考 ４ 、 様 式 第 三 十 九 の 備 考 ３ 、 様 式 第 四 十 の 備 考 、 様 式 第 四 十 の 二 の 備 考 ３ 及

び 様 式 第 四 十 の 三 の 備 考 中 「、14及び16から19 」 を 「及び14から17 」 に 、「様式第２ 」 を 「様式第８ 」

に 改 め る 。

様 式 第 二 の 備 考 １ 、 備 考 ４ 及 び 備 考 ５ を 削 り 、 同 様 式 中 備 考 ３ を 備 考 ５ と し 、 備 考 ２ を 備 考 ４ と

し 、 同 様 式 に 備 考 １ か ら 備 考 ３ ま で と し て 次 の よ う に 加 え 、 同 様 式 の 備 考 ６ 中 「第２項 」 を 「第３
項 」 に 改 め 、 同 様 式 の 備 考 ７ 中 「第３項 」 を 「第４項 」 に 改 め 、 同 様 式 の 備 考 ８ 中 「９、13及び16
から19 」 を 「８、12及び14から17 」 に 改 め る 。

１ 特許出願人、実用新案登録出願人、意匠登録出願人及び商標登録出願人が届出をするときは、
提出者（代理人を除く。）の印を押さなければならない。その場合、「氏名又は名称」は、法人にあっ
ては、名称を記載し、その次に「代表者」の欄を設けて、その代表者の氏名を記載し、代表者の
印を押す。
２ 備考１に記載の者以外の者が届出をする場合は、当該届出人の印を押すことを要しない。代理
人によるときであって本人が法人の場合にあっては、「代表者」の欄は不要とし、代理人によらな
いときは「代理人」の欄は設けるには及ばない。
３ 特許出願人、実用新案登録出願人、意匠登録出願人及び商標登録出願人が届出をするときは、「そ
の他」 の 欄 を 設 け 、「〇〇願〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇」のように出願の番号を少なくとも一つ記載
する。ただし、出願の番号が通知されていないときは「出願番号」を「出願日」とし、「令和何年
何月何日提出の〇〇願」のように出願の年月日を記載する。

様 式 第 三 の 備 考 １ 中 「第３項 」 を 「第４項 」 に 改 め 、 同 様 式 の 備 考 ２ 中 「９、13及び16から19 」

を 「８、12及び14から17 」 に 、「及び３から７ 」 を 「から３まで及び５から７ 」 に 改 め る 。

様 式 第 四 及 び 様 式 第 五 を 次 の よ う に 改 め る 。

様 式 第 ４ 及 び 様 式 第 ５ 削 除

様 式 第 六 の 備 考 ２ 中 「記載し、代表者の印を押す 」 を 「記載する 」 に 改 め 、 同 様 式 の 備 考 ８ 中 「 」

を 削 り 、 同 様 式 の 備 考 ９ 中 「、９、14及び16から19 」 を 「８及び14から17 」 に 改 め る 。

様 式 第 七 の 備 考 ７ 中 「記載しその横に印を押す 」 を 「記載する 」 に 、「記載し、その横に代表者の
印を押す 」 を 「記載する 」 に 改 め 、 同 様 式 の 備 考 ８ を 削 り 、 同 様 式 中 備 考 ９ を 備 考 ８ と し 、 備 考 10

を 備 考 ９ と し 、 備 考 11 を 備 考 10 と し 、 備 考 12 を 備 考 11 と し 、 同 様 式 の 備 考 13 中 「は本人の印及び識
別ラベル（ 」 を 「であって 」 に 改 め 、「並びに印及び識別ラベル） 」 を 削 り 、 同 備 考 を 同 様 式 の 備 考 12

と し 、 同 様 式 中 備 考 14 を 備 考 13 と し 、 備 考 15 を 備 考 14 と し 、 備 考 16 を 備 考 15 と し 、 備 考 17 を 備 考 16

と し 、 同 様 式 の 備 考 18 中 「17及び18 」 を 「15及び16 」 に 改 め 、 同 備 考 を 同 様 式 の 備 考 17 と す る 。

様 式 第 八 の 備 考 中 「13から19 」 を 「12から17 」 に 改 め 、「並びに様式第２の備考１から３まで及び
５ 」 を 削 り 、 同 備 考 を 同 様 式 の 備 考 ５ と し 、 同 様 式 に 備 考 １ か ら 備 考 ４ ま で と し て 次 の よ う に 加 え

る 。

１ 「氏名又は名称」は、法人にあっては、名称を記載し、その次に「代表者」の欄を設けて、代
表者の氏名を記載する。
２ 「住所又は居所」は、何県、何郡、何村、大字何、字何、何番地、何号のように詳しく記載す
る。ただし、識別番号を記載したときは、「住所又は居所」の欄は設けるには及ばない。
３ 日本に営業所を有する外国法人であって、日本における代表者が手続を行うときは、「氏名又は
名称」の次に「日本における営業所」の欄を設けて、営業所の所在地を記載し、その次に「代表
者」の欄を設けるものとする。
４ 代理人によるときであって本人が法人の場合にあっては、「代表者」の欄は不要とし、代理人に
よらないときは「代理人」の欄は設けるには及ばない。

様 式 第 十 二 の 備 考 ８ 中 「又は提出する書類に印を押さず若しくは識別ラベルをはらないでした手
続 」 及 び 「、「代表者 」 」 を 削 る 。

様 式 第 十 三 の 備 考 ２ 中 「記載し、その横に印を押す 」 を 「記載する 」 に 、「記載し、その横に代表
者の印を押す 」 を 「記載する 」 に 改 め る 。

様 式 第 十 九 の 備 考 ６ 中 「第３項 」 を 「第２項 」 に 改 め 、 同 様 式 の 備 考 ７ 中 「第４項 」 を 「第３項 」

に 改 め 、 同 様 式 の 備 考 ８ 中 「第69条第４項 」 を 「第69条第３項 」 に 改 め る 。

様 式 第 二 十 の 備 考 ３ 、 様 式 第 二 十 一 の 備 考 ２ 、 様 式 第 二 十 二 の 備 考 ５ 、 様 式 第 二 十 三 の 備 考 ２ 、

様 式 第 二 十 四 の 備 考 ３ 、 様 式 第 二 十 五 の 備 考 １ 及 び 様 式 第 二 十 六 の 備 考 １ 中 「第３項 」 を 「第２項 」

に 改 め る 。

様 式 第 三 十 二 の 備 考 ９ 中 「17及び18 」 を 「15及び16 」 に 、「９まで及び12から16 」 を 「８まで及び
11から15 」 に 改 め る 。

様 式 第 三 十 二 の 二 中 「 」 を 削 り 、 同 様 式 の 備 考 11 中 「代理人によるときは本人の印は不要とし、 」

を 削 り 、 同 様 式 の 備 考 16 中 「17から19 」 を 「15から17 」 に 改 め る 。


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（ 商 工 会 及 び 商 工 会 議 所 に よ る 小 規 模 事 業 者 の 支 援 に 関 す る 法 律 施 行 規 則 の 一 部 改 正 ）

第 五 十 五 条 商 工 会 及 び 商 工 会 議 所 に よ る 小 規 模 事 業 者 の 支 援 に 関 す る 法 律 施 行 規 則 （ 平 成 五 年 通 商

産 業 省 令 第 四 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

様 式 第 一 及 び 様 式 第 三 中 「印 」 及 び 「１ 記名押印については、氏名を自署する場合、押印を省
略することができる。 」 を 削 り 、「２ 申請者名 」 を 「１ 申請者名 」 に 、「３ 用紙 」 を 「２ 用紙 」

に 改 め 、 様 式 第 二 及 び 様 式 第 四 中 「印 」 及 び 「１ 記名押印については、氏名を自署する場合、押
印を省略することができる。 」 を 削 り 、「２ 申請者名 」 を 「１ 申請者名 」 に 、「３ 変更事項 」 を 「２
変更事項 」 に 、「４ 用紙 」 を 「３ 用紙 」 に 改 め る 。

（ 特 定 有 害 廃 棄 物 等 の 輸 出 入 等 の 規 制 に 関 す る 法 律 に 基 づ く 届 出 等 に 関 す る 省 令 の 一 部 改 正 ）

第 五 十 六 条 特 定 有 害 廃 棄 物 等 の 輸 出 入 等 の 規 制 に 関 す る 法 律 に 基 づ く 届 出 等 に 関 す る 省 令 （ 平 成 五

年 通 商 産 業 省 令 第 六 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

様 式 第 一 及 び 様 式 第 五 中
「申 請 者

記名押印
又は署名 」

を
「

申 請 者
記名又は署名 」

に 改 め 、 様 式 第 二 及 び 様 式 第 四 中

「 」 及 び 「 氏名（法人にあってはその代表者の氏名）を記載し、押印することに代えて、署
名することができる。この場合において、署名は必ず本人が自署するものとする。 」 を 削 り 、「 」 を

「 」 に 改 め 、 様 式 第 三 及 び 様 式 第 六 中 「 」 及 び 「 氏名（法人にあってはその代表者の氏
名）を記載し、押印することに代えて、署名することができる。この場合において、署名は必ず本
人が自署するものとする。 」 又 は 「 氏名（法人にあっては、その代表者の氏名）を記載し、押印
することに代えて、署名することができる。この場合において、署名は必ず本人が自署するものと
する。 」 を 削 る 。

（ 計 量 法 施 行 規 則 の 一 部 改 正 ）

第 五 十 七 条 計 量 法 施 行 規 則 （ 平 成 五 年 通 商 産 業 省 令 第 六 十 九 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 百 三 十 六 条 第 五 項 を 削 り 、 様 式 第 三 、 様 式 第 五 十 九 か ら 様 式 第 六 十 一 の 三 ま で 、 様 式 第 六 十 三 、

様 式 第 六 十 四 、 様 式 第 六 十 八 、 様 式 第 六 十 九 、 様 式 第 七 十 二 、 様 式 第 八 十 一 及 び 様 式 第 八 十 一 の 二

中 「 」 及 び 「３ 氏名を記載し、押印することに代えて、署名することができる。この場合にお
いて、署名は必ず本人が自署するものとする。 」 、「４ 氏名を記載し、押印することに代えて、署名
することができる。この場合において、署名は必ず本人が自署するものとする。 」 、「５ 氏名を記載
し、押印することに代えて、署名することができる。この場合において、署名は必ず本人が自署す
るものとする。 」 又 は 「７ 氏名を記載し、押印することに代えて、署名することができる。 」 を 削 り 、

様 式 第 七 、 様 式 第 九 か ら 様 式 第 十 一 ま で 、 様 式 第 五 十 四 、 様 式 第 六 十 二 、 様 式 第 六 十 三 の 四 、 様 式

第 六 十 三 の 五 、 様 式 第 六 十 五 、 様 式 第 七 十 一 、 様 式 第 七 十 五 か ら 様 式 第 八 十 ま で 中 「 」 及 び 「２
氏名を記載し、押印することに代えて、署名することができる。この場合において、署名は必ず
本人が自署するものとする。 」 を 削 り 、「１ 用紙 」 を 「用紙 」 に 改 め 、 様 式 第 五 十 五 中 「 」 及 び 「３
氏名を記載し、押印することに代えて、署名することができる。この場合において、署名は必ず
本人が自署するものとする。 」 を 削 り 、 同 様 式 備 考 ４ を 同 様 式 備 考 ３ と し 、 様 式 第 八 十 二 中 「 」 及

び 「２ 氏名を記載し、押印することに代えて、署名することができる。 」 を 削 り 、 同 様 式 備 考 ３ を

同 様 式 備 考 ２ と し 、 様 式 第 八 十 三 中 「 」 及 び 「２ 氏名を記載し、押印することに代えて、署名
することができる。 」 を 削 り 、 同 様 式 備 考 ３ を 同 様 式 備 考 ２ と し 、 様 式 第 九 十 九 中 「 」 及 び 「６
「押印」の欄には、押印をすることとされている書類について電磁的記録媒体による手続を行う場
合にあっては、押印すること。 」 を 削 り 、 同 様 式 備 考 ７ を 同 様 式 備 考 ６ と し 、 同 様 式 備 考 ８ を 同 様 式

備 考 ７ と し 、 様 式 第 九 十 九 の 二 中 「 」 及 び 「５ 「押印」の欄には、押印をすることとされてい
る書類について電磁的記録媒体による手続を行う場合にあっては、押印すること。 」 を 削 り 、 同 様 式

備 考 ６ を 同 様 式 備 考 ５ と し 、 同 様 式 備 考 ７ を 同 様 式 備 考 ６ と す る 。

（ 特 定 計 量 器 検 定 検 査 規 則 の 一 部 改 正 ）

第 五 十 八 条 特 定 計 量 器 検 定 検 査 規 則 （ 平 成 五 年 通 商 産 業 省 令 第 七 十 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る 。
様 式 第 一 、 様 式 第 二 、 様 式 第 六 か ら 様 式 第 八 ま で 、 様 式 第 十 、 様 式 第 十 三 、 様 式 第 十 四 中 「 」

及 び 「３ 氏名を記載し、押印することに代えて、署名することができる。この場合において、署
名は必ず本人が自署するものとする。 」 、「４ 氏名を記載し、押印することに代えて、署名すること
ができる。この場合において、署名は必ず本人が自署するものとする。 」 又 は 「５ 氏名を記載し、
押印することに代えて、署名することができる。この場合において、署名は必ず本人が自署するも
のとする。 」 を 削 り 、 様 式 第 三 、 様 式 第 五 の 二 、 様 式 第 十 五 及 び 様 式 第 十 六 中 「 」 及 び 「２ 氏名
を記載し、押印することに代えて、署名することができる。この場合において、署名は必ず本人が
自署するものとする。 」 を 削 り 、「１ 用紙 」 を 「用紙 」 に 改 め る 。

（ 基 準 器 検 査 規 則 の 一 部 改 正 ）

第 五 十 九 条 基 準 器 検 査 規 則 （ 平 成 五 年 通 商 産 業 省 令 第 七 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

様 式 第 一 中 「 」 及 び 「５ 氏名を記載し、押印することに代えて、署名することができる。こ
の場合において、署名は必ず本人が自署するものとする。 」 を 削 り 、 様 式 第 二 中 「 」 及 び 「２ 氏
名を記載し、押印することに代えて、署名することができる。この場合において、署名は必ず本人
が自署するものとする。 」 を 削 り 、「１ 用紙 」 を 「用紙 」 に 改 め る 。

（ 指 定 定 期 検 査 機 関 、 指 定 検 定 機 関 、 指 定 計 量 証 明 検 査 機 関 及 び 特 定 計 量 証 明 認 定 機 関 の 指 定 等 に

関 す る 省 令 の 一 部 改 正 ）

第 六 十 条 指 定 定 期 検 査 機 関 、 指 定 検 定 機 関 、 指 定 計 量 証 明 検 査 機 関 及 び 特 定 計 量 証 明 認 定 機 関 の 指

定 等 に 関 す る 省 令 （ 平 成 五 年 通 商 産 業 省 令 第 七 十 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 十 条 第 三 項 を 削 り 、 様 式 第 一 の 二 中 「 」 及 び 「２ 氏名を記載し、押印することに代えて、
署名することができる。この場合において、署名は必ず本人が自署するものとする。 」 を 削 り 、 同 様

式 備 考 ３ を 同 様 式 備 考 ２ と し 、 様 式 第 二 及 び 様 式 第 四 中 「 」 及 び 「２ 氏名を記載し、押印する
ことに代えて、署名することができる。この場合において、署名は必ず本人が自署するものとする。 」

を 削 り 、「１ 用紙 」 を 「用紙 」 に 改 め 、 様 式 第 三 中 「 」 及 び 「３ 氏名を記載し、押印すること
に代えて、署名することができる。この場合において、署名は必ず本人が自署するものとする。 」 を

削 り 、 様 式 第 八 中 「 」 及 び 「５ 「押印」の欄には、押印をすることとされている書類について
電磁的記録媒体による手続を行う場合にあっては、押印すること。 」 を 削 り 、 同 様 式 備 考 ６ を 同 様 式

備 考 ５ と し 、 同 様 式 備 考 ７ を 同 様 式 備 考 ６ と す る 。

（ 指 定 製 造 事 業 者 の 指 定 等 に 関 す る 省 令 の 一 部 改 正 ）

第 六 十 一 条 指 定 製 造 事 業 者 の 指 定 等 に 関 す る 省 令 の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 十 四 条 第 三 項 を 削 り 、 様 式 第 一 か ら 様 式 第 三 ま で 及 び 様 式 第 五 中 「 」 及 び 「３ 氏名を記載
し、押印することに代えて、署名することができる。この場合において、署名は必ず本人が自署す
るものとする。 」 、「４ 氏名を記載し、押印することに代えて、署名することができる。この場合に
おいて、署名は必ず本人が自署するものとする。 」 又 は 「５ 氏名を記載し、押印することに代えて、
署名することができる。この場合において、署名は必ず本人が自署するものとする。 」 を 削 り 、 様 式

第 六 中 「 」 及 び 「２ 氏名を記載し、押印することに代えて、署名することができる。この場合
において、署名は必ず本人が自署するものとする。 」 を 削 り 、「１ 用紙 」 を 「用紙 」 と し 、 様 式 第 七

か ら 様 式 第 九 ま で 中 「署名 」 を 削 り 、 様 式 第 十 中 「署名又は 」 及 び 「６ 「署名又は印」の欄に
は、署名又は押印をすることとされている書類について電磁的記録媒体による手続を行う場合に
あっては、署名又は押印すること。 」 を 削 り 、 同 様 式 備 考 ７ を 同 様 式 備 考 ６ と し 、 同 様 式 備 考 ８ を 同

様 式 備 考 ７ と す る 。




様
式
第
一
中「


又
は
識
別
ラ
ベ
ル
」

及
び「



又
は識

別
ラ
ベ
ル
」

を
削
り
、
同
様
式
の
備
考
７
を

削
り
、
同
様
式
の
備
考
８
中
「記

載
し
、
代
表
者
の
印
を
押
す

」
を
「記

載
す
る

」
に
改
め
、
同
備
考
を
同
様
式
の

備
考
７
と
し
、
同
様
式
中
備
考
９
を
備
考
８
と
し
、
備
考
10
か
ら
備
考
13
ま
で
を
一
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
様
式
の
備

考
14
を
削
り
、
同
様
式
中
備
考
15
を
備
考
13
と
し
、
備
考
16
か
ら
備
考
20
ま
で
を
二
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

様
式
第
二
の
備
考
４
中
「９

ま
で
及
び
13か
ら
18

」
を
「８

ま
で
及
び
12か
ら
16

」
に
改
め
る
。

（
貿
易
関
係
貿
易
外
取
引
等
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
六
十
七
条

貿
易
関
係
貿
易
外
取
引
等
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
年
通
商
産
業
省
令
第
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

別
紙
様
式
第
１
及
び
別
紙
様
式
第
２
中 「

申
請
者
記
名

押
印
又
は
署
名

住
所
・
居
所

又
は
所
在
地

担
当
者

電
話
番
号
」

を 「
申
請
者

氏
名
又
は
名
称

及
び
代
表
者
の
氏
名

住
所
・
居
所

又
は
所
在
地

担
当

者
電

話
番

号
」

に
、「記

名
押
印
を
す

る
者

」
を「「氏

名
又
は
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名
」
の
欄

」
に
、「銀

行
等
又
は
資
金
移
動
業
者
確
認
印

」
を
「銀

行
等
又
は
資
金
移
動
業
者
確
認
欄

」
に
改
め
る
。

令和年月日 月曜日 (号外特第号)官 報

（
化
学
兵
器
の
禁
止
及
び
特
定
物
質
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
六
十
二
条

化
学
兵
器
の
禁
止
及
び
特
定
物
質
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

八
条
第
二
項
中
「
記
入
し
、
か
つ
、
押
印
す
る
も
の
と
す
る
。」を
「
記
入
す
る
も
の
と
す
る
。」に
改
め
、
様
式

第
十
一
中
「

」
を
削
り
、「記

名
押
印

」
を
「記

名

」
に
改
め
、
様
式
第
二
十
六
中
「

」
及
び
「５

．「
押
印
」

の
欄
に
は
、
押
印
を
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
書
類
に
つ
い
て
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
よ
る
手
続
を
行
う
場
合

に
あ
っ
て
は
、
押
印
を
す
る
こ
と
。

」を
削
り
、
同
様
式
備
考
６
を
同
様
式
備
考
５
と
す
る
。

（
電
気
事
業
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
六
十
三
条

電
気
事
業
法
施
行
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
一
、
様
式
第
一
の
十
、
様
式
第
五
、
様
式
第
七
、
様
式
第
十
三
、
様
式
第
十
八
、
様
式
第
二
十
七
、
様
式

第
二
十
九
、
様
式
第
三
十
一
の
四
か
ら
様
式
第
三
十
一
の
六
ま
で
、
様
式
第
三
十
一
の
八
、様
式
第
三
十
一
の
十
八
、

様
式
第
三
十
一
の
二
十
二
、
様
式
第
三
十
二
、
様
式
第
三
十
九
の
三
、
様
式
第
四
十
、
様
式
第
四
十
の
二
、
様
式
第

四
十
三
、
様
式
第
四
十
四
、
様
式
第
四
十
六
、
様
式
第
五
十
、
様
式
第
五
十
一
、
様
式
第
五
十
二
の
二
、
様
式
第
六

十
一
の
二
、
様
式
第
六
十
二
、
様
式
第
八
十
三
の
七
及
び
様
式
第
八
十
三
の
九
中
「印

」
又
は
「

」
及
び
「３

氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
署
名
は
必
ず
本

人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」、「４
氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
署
名
は
必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」、「５
氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に

代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
署
名
は
必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」、「６
氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
署
名
は
必
ず

本
人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」、「７
氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
署
名
は
必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」又
は
「15
氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ

と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
署
名
は
必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」

を
削
り
、
様
式
第
一
の
四
、
様
式
第
一
の
六
、
様
式
第
三
十
一
の
十
及
び
様
式
第
三
十
一
の
十
二
中
「印

」を
削
り
、

「15ま
で

」
を
「14ま

で

」
に
改
め
、
様
式
第
一
の
五
、
様
式
第
一
の
七
か
ら
様
式
第
一
の
九
ま
で
、
様
式
第
六
、

様
式
第
八
か
ら
様
式
第
十
一
ま
で
、
様
式
第
十
四
か
ら
様
式
第
十
七
ま
で
、
様
式
第
十
九
か
ら
様
式
第
二
十
六
の
三

ま
で
、
様
式
第
二
十
八
、
様
式
第
三
十
一
か
ら
様
式
第
三
十
一
の
三
ま
で
、
様
式
第
三
十
一
の
七
、
様
式
第
三
十
一

の
十
一
、
様
式
第
三
十
一
の
十
三
か
ら
様
式
第
三
十
一
の
十
六
ま
で
、
様
式
第
三
十
一
の
十
九
か
ら
様
式
第
三
十
一

の
二
十
一
の
三
ま
で
、
様
式
第
三
十
一
の
二
十
三
か
ら
様
式
第
三
十
一
の
二
十
八
ま
で
、
様
式
第
三
十
九
、
様
式
第

四
十
一
、
様
式
第
四
十
五
、
様
式
第
四
十
七
か
ら
様
式
第
四
十
九
ま
で
、
様
式
第
五
十
三
、
様
式
第
六
十
二
の
二
か

ら
様
式
第
六
十
三
ま
で
、
様
式
第
六
十
四
、
様
式
第
六
十
七
の
五
、
様
式
第
六
十
九
、
様
式
第
七
十
一
、
様
式
第
七

十
七
、
様
式
第
七
十
八
の
六
、
様
式
第
七
十
八
の
七
、
様
式
第
八
十
、
様
式
第
八
十
三
の
二
、
様
式
第
八
十
三
の
四

か
ら
様
式
第
八
十
三
の
六
ま
で
、
様
式
第
八
十
三
の
八
、
様
式
第
八
十
三
の
十
、
様
式
第
八
十
三
の
十
一
及
び
附
則

様
式
第
二
中
「印

」、「

」
又
は
「

」
及
び
「２

氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
署
名
は
必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」を
削
り
、「１

用
紙

」を「用
紙

」
に
改
め
、
様
式
第
三
十
九
の
二
中
「印

」
及
び
「３

氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、署
名
は
必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」を
削
り
、「４

手
順
書

」

を
「３

手
順
書

」
に
改
め
る
。

（
液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び
取
引
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
六
十
五
条

液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安
の
確
保
及
び
取
引
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

様
式
第
五
、
様
式
第
十
、
様
式
第
十
四
か
ら
様
式
第
十
八
ま
で
、
様
式
第
二
十
、
様
式
第
二
十
六
、
様
式
第
二
十

九
か
ら
様
式
第
三
十
一
ま
で
、
様
式
第
三
十
三
、
様
式
第
三
十
六
か
ら
様
式
第
三
十
八
ま
で
、
様
式
第
四
十
、
様
式

第
四
十
三
の
二
か
ら
様
式
第
四
十
四
ま
で
、
様
式
第
四
十
六
、
様
式
第
四
十
八
、
様
式
第
四
十
九
の
二
か
ら
様
式
第

四
十
九
の
六
ま
で
及
び
様
式
第
五
十
六
か
ら
様
式
第
五
十
八
ま
で
中
「

」
及
び
「３

氏
名
（
法
人
に
あ
つ
て
は

そ
の
代
表
者
の
氏
名
）
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。こ
の
場
合
に
お
い
て
、

署
名
は
必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」又
は
「４

氏
名
（
法
人
に
あ
つ
て
は
そ
の
代
表
者
の
氏
名
）
を
記

載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
署
名
は
必
ず
本
人
が
自
署

す
る
も
の
と
す
る
。

」を
削
り
、
様
式
第
八
、
様
式
第
二
十
三
中
「

」
及
び
「押

印

」
を
削
る
。

（
高
圧
ガ
ス
保
安
法
に
基
づ
く
指
定
試
験
機
関
等
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
六
十
六
条

高
圧
ガ
ス
保
安
法
に
基
づ
く
指
定
試
験
機
関
等
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
十
、
様
式
第
十
三
、
様
式
第
十
四
、
様
式
第
十
五
の
四
、
様
式
第
十
五
の
五
、
様
式
第
十
八
、
様
式
第
十

九
、
様
式
第
二
十
三
、
様
式
第
二
十
四
、
様
式
第
二
十
八
、
様
式
第
二
十
九
、
様
式
第
三
十
三
、
様
式
第
三
十
四
、

様
式
第
三
十
五
の
四
及
び
様
式
第
三
十
五
の
五
中
「

」
及
び
「３

氏
名
を
記
載
し
、押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、

署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
署
名
は
必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」を
削
り
、
様
式

第
二
、
様
式
第
三
、
様
式
第
十
二
、
様
式
第
十
五
の
三
、
様
式
第
十
七
、
様
式
第
二
十
二
、
様
式
第
二
十
七
、
様
式

第
三
十
二
及
び
様
式
第
三
十
五
の
三
中
「

」
及
び
「２

氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
署
名
は
必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」を
削
り
、「１

こ
の

」

を
「こ

の

」
に
改
め
る
。

（
工
業
所
有
権
の
手
数
料
等
を
現
金
に
よ
り
納
付
す
る
場
合
に
お
け
る
手
続
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
六
十
四
条

工
業
所
有
権
の
手
数
料
等
を
現
金
に
よ
り
納
付
す
る
場
合
に
お
け
る
手
続
に
関
す
る
省
令
（
平
成
八
年

通
商
産
業
省
令
第
六
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
、
住
所
若
し
く
は
居
所
又
は
手
続
に
お
い
て
使
用
し
よ
う
と
す
る
印
鑑
」
を
「
又
は
住
所
若

し
く
は
居
所
」
に
、「
、
様
式
第
三
又
は
様
式
第
四
」
を
「
又
は
様
式
第
三
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
を
同
条
第
四
項

と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
第
一
項
」
に
、「
、
住
所
若
し
く
は
居
所
又
は
手
続
に
お
い
て
使
用
し
よ
う
と

す
る
印
鑑
」
を
「
又
は
住
所
若
し
く
は
居
所
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一

項
を
加
え
る
。

２

特
許
出
願
人
、
実
用
新
案
登
録
出
願
人
、
意
匠
登
録
出
願
人
及
び
商
標
登
録
出
願
人
が
前
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
を
す
る
と
き
は
、
同
項
の
書
面
に
提
出
者
（
代
理
人
を
除
く
。）の
印
を
押
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
条
の
二
第
一
項
第
四
号
を
削
る
。

第
四
条
第
三
項
を
削
る
。

第
五
条
第
三
項
中
「
特
許
法
施
行
規
則
」
の
下
に「（
昭
和
三
十
五
年
通
商
産
業
省
令
第
十
号
）」を
加
え
る
。





別
紙
様
式
第
３
中 「

申
請
者
記
名

押
印
又
は
署
名

住
所
・
居
所

又
は
所
在
地

担
当

者
電
話
番
号
」

を 「
申
請
者

氏
名
又
は
名
称

及
び
代
表
者
の
氏
名

住
所
・
居
所

又
は
所
在
地

担
当

者
電

話
番

号
」

に
、「記

名
押
印
を
す
る
者
」

を「「
氏
名
又

は
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名
」
の
欄
」

に
、

「
銀
行
等
又
は
資
金
移
動
業
者
確
認
印
」

を「
銀
行
等
又
は
資
金
移
動
業

者
確
認
欄
」

に
改
め
る
。

別
紙
様
式
第
３
の
２
中 「

申
請
者
記
名

押
印
又
は
署
名

住
所
・
居
所

又
は
所
在
地

担
当

者
電
話
番
号
」

を 「
申
請
者

氏
名
又
は
名
称

及
び
代
表
者
の
氏
名

住
所
・
居
所

又
は
所
在
地

担
当

者
電

話
番

号
」

に
、「記

名
押
印
を
す
る
者

」
を「「氏

名
又
は
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名
」
の
欄

」
に
改
め
る
。

別
紙
様
式
第
４
中 「

申
請
者
記
名

押
印
又
は
署
名

住
所
・
居
所

又
は
所
在
地

担
当
者

電
話
番
号
」

を

申
請
者

氏
名
又
は
名
称

及
び
代
表
者
の
氏
名

住
所
・
居
所

又
は
所
在
地

担
当

者
電

話
番

号
」

に
、「記
名
押
印
を
す
る
者

」
を「「氏

名
又

は
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名
」
の
欄

」
に
、「銀

行
等
又
は
資
金
移
動
業
者
確
認
印

」
を
「銀

行
等
又
は
資
金
移
動
業

者
確
認
欄

」
に
改
め
る
。

「

別
紙
様
式
第
５
中 「

申
請
者
記
名

押
印
又
は
署
名

住
所
・
居
所

又
は
所
在
地

担
当
者

電
話
番
号
」

を 「
申
請
者

氏
名
又
は
名
称

及
び
代
表
者
の
氏
名

住
所
・
居
所

又
は
所
在
地

担
当

者
電

話
番

号
」

に
、「記

名
押
印
を
す
る
者

」
を「「氏

名
又

は
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名
」
の
欄

」
に
改
め
る
。

別
紙
様
式
第
６
中
「銀

行
等
又
は
資
金
移
動
業
者
確
認
印

」
を
「銀

行
等
又
は
資
金
移
動
業
者
確
認
欄

」
に
改
め

る
。別

紙
様
式
第
六
の
三
中 「

届
出
者
記
名
押
印

又
は
署
名

住
所
」

を 「
届
出
者

氏
名
又
は
名
称

及
び
代
表
者
の
氏
名

住
所
」

に
改
め
、
同
様
式
を
別
紙
様
式
第
６
の

３
と
す
る
。

別
紙
様
式
第
７
中 「
申
請
年
月
日

申
請
者
記
名

押
印
又
は
署
名

住
所
・
居
所

又
は
所
在
地

担
当
者

電
話
番
号
」

を 「
申
請
年
月
日

申
請
者

氏
名
又
は
名
称

及
び
代
表
者
の
氏
名

住
所
・
居
所

又
は
所
在
地

担
当

者
電

話
番

号
」

に
、「記

名
押
印
を
す
る
者

」
を「「氏

名
又

は
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名
」
の
欄

」
に
改
め
る
。

令和年月日 月曜日 (号外特第号)官 報

（
発
電
所
の
設
置
又
は
変
更
の
工
事
の
事
業
に
係
る
計
画
段
階
配
慮
事
項
の
選
定
並
び
に
当
該
計
画
段
階
配
慮
事
項

に
係
る
調
査
、
予
測
及
び
評
価
の
手
法
に
関
す
る
指
針
、
環
境
影
響
評
価
の
項
目
並
び
に
当
該
項
目
に
係
る
調
査
、

予
測
及
び
評
価
を
合
理
的
に
行
う
た
め
の
手
法
を
選
定
す
る
た
め
の
指
針
並
び
に
環
境
の
保
全
の
た
め
の
措
置
に
関

す
る
指
針
等
を
定
め
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
六
十
八
条

発
電
所
の
設
置
又
は
変
更
の
工
事
の
事
業
に
係
る
計
画
段
階
配
慮
事
項
の
選
定
並
び
に
当
該
計
画
段
階

配
慮
事
項
に
係
る
調
査
、
予
測
及
び
評
価
の
手
法
に
関
す
る
指
針
、
環
境
影
響
評
価
の
項
目
並
び
に
当
該
項
目
に
係

る
調
査
、
予
測
及
び
評
価
を
合
理
的
に
行
う
た
め
の
手
法
を
選
定
す
る
た
め
の
指
針
並
び
に
環
境
の
保
全
の
た
め
の

措
置
に
関
す
る
指
針
等
を
定
め
る
省
令
（
平
成
十
年
通
商
産
業
省
令
第
五
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。様

式
第
三
中
「４

「
押
印
」の
欄
に
は
、押
印
を
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
書
類
に
つ
い
て
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ

ス
ク
に
よ
る
手
続
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
押
印
を
す
る
こ
と
。

」を
削
る
。

（
対
人
地
雷
の
製
造
の
禁
止
及
び
所
持
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
六
十
九
条

対
人
地
雷
の
製
造
の
禁
止
及
び
所
持
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

様
式
第
七
中
「

」
を
削
り
、「記

名
押
印

」
を
「記

名

」
に
改
め
、
様
式
第
十
二
中
「

」
及
び
「６

「
押
印
」

の
欄
に
は
、
押
印
を
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
書
類
に
つ
い
て
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
デ
ィ
ス
ク
に
よ
る
手
続
を
行
う
場
合

に
あ
っ
て
は
、
押
印
を
す
る
。

」を
削
り
、
同
様
式
（
備
考
）
７
を
同
様
式
（
備
考
）
６
と
す
る
。

（
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
講
習
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
七
十
条

エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
講
習
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
一
か
ら
様
式
第
五
ま
で
及
び
様
式
第
七
中
「

印

」
及
び
「３

氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代

え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

」を
削
る
。

（
中
小
企
業
等
経
営
強
化
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
七
十
一
条

中
小
企
業
等
経
営
強
化
法
施
行
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
十
三
、
様
式
第
十
四
及
び
様
式
第
二
十
か
ら
様
式
第
二
十
三
ま
で
中
「印

」
及
び
「１

記
名
押
印
に
つ

い
て
は
、
氏
名
を
自
署
す
る
場
合
、
押
印
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

」を
削
り
、「２

用
紙

」
を
「用

紙

」
に
改

め
る
。

（
中
小
企
業
診
断
士
の
登
録
等
及
び
試
験
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
七
十
二
条

中
小
企
業
診
断
士
の
登
録
等
及
び
試
験
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
一
中
「印

」
及
び
「２

氏
名
を
記
載
し
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

」を
削

り
、
同
様
式
備
考
３
を
同
様
式
備
考
２
と
し
、
同
様
式
備
考
４
か
ら
同
様
式
備
考
７
ま
で
を
一
ず
つ
繰
り
上
げ
、
様

式
第
四
中
「印
」
及
び
「２

氏
名
を
記
載
し
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

」を
削
り
、

同
様
式
備
考
３
を
同
様
式
備
考
２
と
し
、
様
式
第
五
中
「印

」
及
び
「２

氏
名
を
記
載
し
押
印
す
る
こ
と
に
代
え

て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

」を
削
り
、
同
様
式
備
考
３
を
同
様
式
備
考
２
と
し
、
同
様
式
備
考
４
を
同
様
式
備

考
３
と
し
、
様
式
第
六
中
「印
」
及
び
「２

氏
名
を
記
載
し
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

」を
削
り
、
同
様
式
備
考
３
を
同
様
式
備
考
２
と
し
、同
様
式
備
考
４
を
同
様
式
備
考
３
と
し
、様
式
第
七
中「印

」





（ 経 済 連 携 協 定 に 基 づ く 特 定 原 産 地 証 明 書 の 発 給 等 に 関 す る 法 律 施 行 規 則 の 一 部 改 正 ）

第 七 十 七 条 経 済 連 携 協 定 に 基 づ く 特 定 原 産 地 証 明 書 の 発 給 等 に 関 す る 法 律 施 行 規 則 の 一 部 を 次 の よ

う に 改 正 す る 。

様 式 第 一 中 「 印（注２）

」 及 び 「

（注２）押印に代えて署名をしても差し支えない。この場合、必

ず発給申請者本人が自署すること。ただし、発給申請に際して、申請者が、指定発給機関において
申請者の利用のために供された電子情報処理組織を使用する場合、同法施行規則第４条の２第１項
の規定による発給の申請に係る事前登録の手続を経て付与された当該申請者の登録番号を入力し、
かつ、当該番号が印字された第一種特定原産地証明書発給申請書を作成することができる場合には、
押印又は署名を省略することができる。 」 を 削 り 、 同 様 式 （ 注 ３ ） を 同 様 式 （ 注 ２ ） と し 、 同 様 式 （ 注

４ ） か ら 同 様 式 （ 注 10 ） ま で を 一 ず つ 繰 り 上 げ 、 様 式 第 二 中 「 印（注２）

」 及 び 「

（注２）押印に代

えて署名しても差し支えない。この場合、必ず本人が自署すること。ただし、証明資料提出者が、
指定発給機関において証明資料提出者の利用のために供された電子情報処理組織を使用して、当該
証明資料提出者に係る登録番号を入力し、かつ、当該番号が印字された証明資料提出同意通知書を
作成することができる場合には、押印又は署名を省略することができる。 」 を 削 り 、 同 様 式 （ 注 ３ ）

を 同 様 式 （ 注 ２ ） と し 、 同 様 式 （ 注 ４ ） を 同 様 式 （ 注 ３ ） と し 、 様 式 第 三 中 「 印（注２） 」 及 び

「（注２）押印に代えて署名しても差し支えない。この場合、必ず本人が自署すること。 」 を 削 り 、 同

様 式 （ 注 ３ ） を 同 様 式 （ 注 ２ ） と し 、 様 式 第 二 十 二 中 「印（注２） 」 及 び 「（注２）押印に代えて署名
しても差し支えない。この場合、必ず本人が自署すること。 」 を 削 り 、 様 式 第 二 十 三 中 「印（注４） 」

及 び 「（注４）押印に代えて署名しても差し支えない。この場合、必ず本人が自署すること。なお、
電子申請を行う場合にあっては、押印又は署名を要しない。 」 を 削 り 、 同 様 式 （ 注 ５ ） を 同 様 式 （ 注

４ ） と し 、 同 様 式 （ 注 ６ ） か ら 同 様 式 （ 注 11 ） ま で を 一 ず つ 繰 り 上 げ 、 様 式 第 二 十 四 中 「印（注３） 」

及 び 「（注３）押印に代えて署名しても差し支えない。この場合、必ず本人が自署すること。なお、
電子申請を行う場合にあっては、押印又は署名を要しない。 」 を 削 り 、 同 様 式 （ 注 ４ ） を 同 様 式 （ 注

３ ） と す る 。

令
和

年


月


日
月
曜
日

(号
外
特
第



号
)

官
報

及 び 「２ 氏名を記載し押印することに代えて、署名することができる。 」 を 削 り 、 同 様 式 備 考 ３ を

同 様 式 備 考 ２ と し 、 様 式 第 八 中 「印 」 及 び 「２ 消除を受けようとする者本人が申請を行う場合に
は、氏名を記載し押印することに代えて、署名することができる。 」 を 削 り 、 同 様 式 備 考 ３ を 同 様 式

備 考 ２ と す る 。

（ 鉱 山 保 安 法 施 行 規 則 の 一 部 改 正 ）

第 七 十 五 条 鉱 山 保 安 法 施 行 規 則 （ 平 成 十 六 年 経 済 産 業 省 令 第 九 十 六 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る 。
様 式 第 一 中 「 」 及 び 「 氏名を記載し、押印することに代えて、署名することができる。こ

の場合において、署名は必ず本人が自署するものとする。 」 を 削 り 、 同 様 式 備 考 を 同 様 式 備 考 と

し 、 様 式 第 二 及 び 様 式 第 四 中 「 」 及 び 「 氏名を記載し、押印することに代えて、署名するこ
とができる。この場合において、署名は必ず本人が自署するものとする。 」 を 削 り 、「 用紙 」 を 「用
紙 」 に 改 め 、 様 式 第 三 中 「 」 及 び 「 氏名を記載し、押印することに代えて、署名することが
できる。この場合において、署名は必ず本人が自署するものとする。 」 を 削 り 、 同 様 式 備 考 を 同 様

式 備 考 と し 、 様 式 第 五 中 「 」 及 び 「 氏名を記載し、押印することに代えて、署名すること
ができる。この場合において、署名は必ず本人が自署するものとする。 」 を 削 り 、 同 様 式 備 考 を 同

（ ア ル コ ー ル 事 業 法 施 行 規 則 の 一 部 改 正 ）

第 七 十 三 条 ア ル コ ー ル 事 業 法 施 行 規 則 （ 平 成 十 二 年 通 商 産 業 省 令 第 二 百 九 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に

改 正 す る 。

様 式 第 一 中 「 」 及 び 「５ 氏名を記載し、押印することに代えて、署名することができる。 」 を

削 り 、 同 様 式 備 考 ６ を 同 様 式 備 考 ５ と し 、 様 式 第 二 か ら 様 式 第 四 ま で 、 様 式 第 六 の 二 か ら 様 式 第 九

ま で 、 様 式 第 十 二 、 様 式 第 十 五 、 様 式 第 十 七 、 様 式 第 十 九 、 様 式 第 二 十 一 、 様 式 第 二 十 二 、 様 式 第

二 十 四 の 二 か ら 様 式 第 二 十 七 ま で 、 様 式 第 三 十 、 様 式 第 三 十 二 、 様 式 第 三 十 五 、 様 式 第 三 十 六 、 様

式 第 三 十 八 の 二 か ら 様 式 第 四 十 一 ま で 、 様 式 第 四 十 八 、 様 式 第 四 十 九 、 様 式 第 五 十 一 の 二 か ら 様 式

第 五 十 四 ま で 及 び 様 式 第 五 十 五 の 二 中 「 」 及 び 「１ 氏名を記載し、押印することに代えて、署
名することができる。 」 を 削 り 、「２ 用紙 」 を 「用紙 」 に 改 め 、 様 式 第 六 、 様 式 第 十 三 、 様 式 第 十 四 、

様 式 第 十 八 、 様 式 第 二 十 四 、 様 式 第 二 十 八 、 様 式 第 三 十 一 、 様 式 第 三 十 八 、 様 式 第 四 十 二 、 様 式 第

四 十 五 、 様 式 第 四 十 六 、 様 式 第 五 十 一 及 び 様 式 第 五 十 五 中 「 」 及 び 「２ 氏名を記載し、押印す
ることに代えて、署名することができる。 」 を 削 り 、「３ 用紙 」 を 「２ 用紙 」 に 改 め 、 様 式 第 十 六

及 び 様 式 第 二 十 九 中 「 」 及 び 「４ 氏名を記載し、押印することに代えて、署名することができ
る。 」 を 削 り 、「５ 用紙 」 を 「４ 用紙 」 に 改 め 、 様 式 第 四 十 三 中 「 」 及 び 「６ 氏名を記載し、
押印することに代えて、署名することができる。 」 を 削 り 、 同 様 式 備 考 ７ を 同 様 式 備 考 ６ と し 、 様 式

第 五 十 八 中 「 」 及 び 「１ 氏名を記載し、押印することに代えて、署名することができる。 」 を 削

り 、「２ 用紙 」 を 「１ 用紙 」 に 改 め 、 同 様 式 備 考 ３ を 同 様 式 備 考 ２ と し 、 同 様 式 備 考 ４ か ら 同 様

式 備 考 ６ ま で を 一 ず つ 繰 り 上 げ 、 様 式 第 五 、 様 式 第 二 十 三 、 様 式 第 三 十 七 及 び 様 式 第 五 十 中 「 」 、

「２ 氏名を記載し、押印することに代えて、署名することができる。 」 及 び 「印 」 の 欄 を 削 り 、「３
用紙 」 を 「２ 用紙 」 に 改 め る 。

（ 電 気 事 業 者 に よ る 新 エ ネ ル ギ ー 等 の 利 用 に 関 す る 特 別 措 置 法 施 行 規 則 の 一 部 改 正 ）

第 七 十 四 条 電 気 事 業 者 に よ る 新 エ ネ ル ギ ー 等 の 利 用 に 関 す る 特 別 措 置 法 施 行 規 則 （ 平 成 十 四 年 経 済

産 業 省 令 第 百 十 九 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

様 式 第 一 か ら 様 式 第 八 ま で 及 び 様 式 第 十 か ら 様 式 第 十 三 ま で 中 「印 」 及 び 「・氏名を記載し押印
することに代えて署名することができる。この場合において、署名は必ず本人が自著すること。 」 を

削 り 、「日本工業規格 」 を 「日本産業規格 」 に 改 め る 。

様 式 備 考 と し 、 同 様 式 備 考 を 同 様 式 備 考 と し 、 様 式 第 六 中 「 」 及 び 「 氏名を記載し、
押印することに代えて、署名することができる。この場合において、署名は必ず本人が自署するも
のとする。 」 を 削 り 、 同 様 式 備 考 を 同 様 式 備 考 と し 、 様 式 第 七 か ら 様 式 第 十 ま で 及 び 様 式 第 十 二

中 「 」 及 び 「 氏名を記載し、押印することに代えて、署名することができる。この場合にお
いて、署名は必ず本人が自署するものとする。 」 、「 氏名を記載し、押印することに代えて、署名
することができる。この場合において、署名は必ず本人が自署するものとする。 」 、「 氏名を記載
し、押印することに代えて、署名することができる。この場合において、署名は必ず本人が自署す
るものとする。 」 又 は 「 氏名を記載し、押印することに代えて、署名することができる。この場
合において、署名は必ず本人が自署するものとする。 」 を 削 り 、 様 式 第 十 一 中 「 」 及 び 「２ 氏名
を記載し、押印することに代えて、署名することができる。この場合において、署名は必ず本人が
自署するものとする。 」 を 削 り 、「１ 届出書 」 を 「届出書 」 に 改 め る 。

（ 経 済 連 携 協 定 に 基 づ く 経 済 産 業 省 の 所 掌 事 務 に 係 る 物 資 の 関 税 割 当 制 度 に 関 す る 省 令 の 一 部 改

正 ）

第 七 十 六 条 経 済 連 携 協 定 に 基 づ く 経 済 産 業 省 の 所 掌 事 務 に 係 る 物 資 の 関 税 割 当 制 度 に 関 す る 省 令

（ 平 成 十 七 年 経 済 産 業 省 令 第 八 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

様 式 第 一 、 様 式 第 三 及 び 様 式 第 四 中 「記名押印又は署名 」 を 「代表者名 」 に 改 め 、「印 」 を 削 る 。






令和年月日 月曜日 (号外特第号)官 報

（
関
税
法
第
六
十
九
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
経
済
産
業
大
臣
に
対
す
る
意
見
の
求
め
に
係
る
申
請
手
続
等
に

関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
七
十
八
条

関
税
法
第
六
十
九
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
経
済
産
業
大
臣
に
対
す
る
意
見
の
求
め
に
係
る
申
請

手
続
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
八
年
経
済
産
業
省
令
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
三
項
第
一
号
中
「
並
び
に
印
鑑
証
明
書
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
」
を
削
り
、
第
五
条
第
二
項
第
一
号

中
「
及
び
印
鑑
証
明
書
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
」
を
削
る
。

（
経
済
産
業
省
関
係
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
七
十
九
条

経
済
産
業
省
関
係
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
八
年
経
済
産
業
省
令
第

八
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
一
中
「日

本
工
業
規
格

」
を
「日

本
産
業
規
格

」
に
改
め
、様
式
第
二
、様
式
第
四
及
び
様
式
第
六
中「印

」

及
び
「注

１
氏
名
の
記
載
を
自
署
で
行
う
場
合
に
は
、
押
印
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

」を
削
り
、
様
式
第

三
中
「印

」
及
び
「注

１
氏
名
の
記
載
を
自
署
で
行
う
場
合
に
は
、
押
印
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

」を
削

り
、
同
様
式
注
２
を
同
様
式
注
１
と
し
、
同
様
式
注
３
を
同
様
式
注
２
と
し
、
様
式
第
五
及
び
様
式
第
七
中
「印

」

及
び
「注

１
氏
名
の
記
載
を
自
署
で
行
う
場
合
に
は
、
押
印
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

」を
削
り
、「２

変
更
事
項

」
を
「注

変
更
事
項

」
に
改
め
る
。

（
輸
出
入
取
引
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
八
十
条

輸
出
入
取
引
法
施
行
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
一
、
様
式
第
二
、
様
式
第
九
、
様
式
第
十
一
、
様
式
第
十
三
、
様
式
第
十
五
及
び
様
式
第
十
六
中
「氏

名
又
は
名
称



」
を
「氏

名
又
は
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名

」
に
改
め
る
。

（
エ
チ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
（
エ
タ
ノ
ー
ル
）
の
う
ち
バ
イ
オ
マ
ス
か
ら
製
造
し
た
も
の
及
び
エ
チ
ル

タ
ー
シ
ャ
リ

ブ
チ
ル
エ
ー
テ
ル
の
う
ち
バ
イ
オ
マ
ス
か
ら
製
造
し
た
エ
チ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
（
エ
タ
ノ
ー
ル
）
を
原
料
と
し
て
製
造

し
た
も
の
の
証
明
書
の
発
給
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
八
十
一
条

エ
チ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
（
エ
タ
ノ
ー
ル
）
の
う
ち
バ
イ
オ
マ
ス
か
ら
製
造
し
た
も
の
及
び
エ
チ
ル

タ
ー

シ
ャ
リ

ブ
チ
ル
エ
ー
テ
ル
の
う
ち
バ
イ
オ
マ
ス
か
ら
製
造
し
た
エ
チ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
（
エ
タ
ノ
ー
ル
）
を
原
料
と

し
て
製
造
し
た
も
の
の
証
明
書
の
発
給
に
関
す
る
省
令
（
平
成
二
十
年
経
済
産
業
省
令
第
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
記
様
式
第
一
号
及
び
別
記
様
式
第
二
号
中
「氏
名
又
は
名
称
及
び
代
表
者
氏
名

印

」
を
「氏

名
又
は
名
称
及
び
代
表
者
氏
名

」
に
改
め
る
。

（
商
店
街
の
活
性
化
の
た
め
の
地
域
住
民
の
需
要
に
応
じ
た
事
業
活
動
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改

正
）

第
八
十
五
条

商
店
街
の
活
性
化
の
た
め
の
地
域
住
民
の
需
要
に
応
じ
た
事
業
活
動
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

（
平
成
二
十
一
年
経
済
産
業
省
令
第
四
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
一
及
び
様
式
第
三
中
「印

」
を
削
り
、「と

し
、
記
名
押
印
に
つ
い
て
は
、
氏
名
を
自
署
す
る
場
合
、
押
印

を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

」を
「と

す
る
。

」に
、「書

面

」
又
は
「図

面

」
を
「書

類

」
に
改
め
、
様
式
第
二
及
び

様
式
第
四
中
「印

」
を
削
り
、「と

し
、
記
名
押
印
に
つ
い
て
は
、
氏
名
を
自
署
す
る
場
合
、
押
印
を
省
略
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

」を
「と

す
る
。

」に
改
め
る
。

（
ク
ラ
ス
タ
ー
弾
等
の
製
造
の
禁
止
及
び
所
持
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
八
十
六
条

ク
ラ
ス
タ
ー
弾
等
の
製
造
の
禁
止
及
び
所
持
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

様
式
第
六
中
「

」
を
削
り
、「記

名
押
印

」
を
「記

名

」
に
改
め
る
。

（
電
気
使
用
制
限
等
規
則
の
一
部
改
正
）

第
八
十
七
条

電
気
使
用
制
限
等
規
則
（
平
成
二
十
三
年
経
済
産
業
省
令
第
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

様
式
第
一
中
「印

」
及
び
「１

氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
署
名
は
必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」を
削
り
、「記

載
し
、
押
印
す
る
こ
と

」
を
「記

載
す
る
こ
と

」
に
改
め
、
同
様
式
注
２
を
同
様
式
注
１
と
し
、
同
様
式
注
３
か
ら
同
様
式
注
６
ま
で
を
一
ず
つ
繰
り

上
げ
、
同
様
式
別
紙
一
中
「印

」
及
び
「１

氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
署
名
は
必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」を
削
り
、「２

所
定
の

」
を
「１

所
定
の

」
に
、「３

用
紙
の

」
を
「２

用
紙
の

」
に
改
め
、
様
式
第
二
中
「印

」
及
び
「１

氏
名
を
記
載
し
、

押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
署
名
は
必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も

の
と
す
る
。

」を
削
り
、「記

載
し
、
押
印
す
る
こ
と

」
を
「記

載
す
る
こ
と

」
に
改
め
、
同
様
式
注
２
を
同
様
式
注
１

と
し
、
同
様
式
注
３
を
同
様
式
注
２
と
し
、
同
様
式
別
紙
中
「印

」
及
び
「１

氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と

に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
署
名
は
必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」を

削
り
、「２

所
定
の

」
を
「１

所
定
の

」
に
、「３

用
紙
の

」
を
「２

用
紙
の

」
に
改
め
、
様
式
第
三
中「印

」

及
び
「１

氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
署

名
は
必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」を
削
り
、「記

載
し
、
押
印
す
る
こ
と

」
を
「記

載
す
る
こ
と

」に
改
め
、

同
様
式
注
２
を
同
様
式
注
１
と
し
、
同
様
式
注
３
を
同
様
式
注
２
と
し
、
同
様
式
注
４
を
同
様
式
注
３
と
し
、
同
様

式
別
紙
一
中
「印
」
及
び
「１

氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
署
名
は
必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」を
削
り
、「２

所
定
の

」
を
「１

所
定
の

」に
、

「３
用
紙
の

」
を
「２

用
紙
の

」
に
改
め
、
様
式
第
四
中
「印

」
及
び
「１

氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ

と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
署
名
は
必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」

を
削
り
、「２

用
紙
の

」
を
「用

紙
の

」
に
改
め
、
様
式
第
五
中
「印

」
及
び
「１

氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る

（
経
済
産
業
省
関
係
特
定
保
守
製
品
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
八
十
二
条

経
済
産
業
省
関
係
特
定
保
守
製
品
に
関
す
る
省
令
（
平
成
二
十
年
経
済
産
業
省
令
第
二
十
六
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
三
及
び
様
式
第
六
中
「

」
及
び
「２

氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

」を
削
り
、「１
こ
の

」
を
「こ

の

」
に
改
め
、
様
式
第
四
中
「

」
を
削
り
、「記

載
し
、
押
印
す
る
こ

と
。
た
だ
し
、
氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

」を
「記

載
す
る
こ
と
。

」

に
改
め
、
様
式
第
五
中
「

」
及
び
「３

氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

」を
削
る
。

（
電
解
二
酸
化
マ
ン
ガ
ン
に
対
し
て
課
す
る
不
当
廉
売
関
税
に
関
す
る
政
令
第
一
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
電

気
分
解
の
工
程
を
経
て
製
造
し
た
二
酸
化
マ
ン
ガ
ン
で
な
い
旨
の
証
明
書
の
発
給
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
八
十
三
条

電
解
二
酸
化
マ
ン
ガ
ン
に
対
し
て
課
す
る
不
当
廉
売
関
税
に
関
す
る
政
令
第
一
条
第
一
項
第
一
号
に
規

定
す
る
電
気
分
解
の
工
程
を
経
て
製
造
し
た
二
酸
化
マ
ン
ガ
ン
で
な
い
旨
の
証
明
書
の
発
給
に
関
す
る
省
令
（
平
成

二
十
年
経
済
産
業
省
令
第
四
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
記
様
式
中
「氏

名
又
は
名
称
及
び
代
表
者
氏
名

印

」
を「氏

名
又
は
名
称
及
び
代
表
者
氏
名

」

に
改
め
る
。

（
中
小
企
業
に
お
け
る
経
営
の
承
継
の
円
滑
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
八
十
四
条

中
小
企
業
に
お
け
る
経
営
の
承
継
の
円
滑
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十
一
年
経
済
産
業
省

令
第
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
一
、
様
式
第
一
の
二
、
様
式
第
四
、
様
式
第
四
の
二
、
様
式
第
六
か
ら
様
式
第
八
の
六
ま
で
、
様
式
第
十

の
二
、
様
式
第
十
一
か
ら
様
式
第
十
五
ま
で
、
様
式
第
十
七
か
ら
様
式
第
十
七
の
三
ま
で
、
様
式
第
二
十
か
ら
様
式

第
二
十
の
六
ま
で
、
様
式
第
二
十
の
十
か
ら
様
式
第
二
十
一
の
三
ま
で
、
様
式
第
二
十
四
か
ら
様
式
第
二
十
五
ま
で

及
び
様
式
第
二
十
七
中
「印

」
及
び
「２

記
名
押
印
に
つ
い
て
は
、
署
名
を
す
る
場
合
、
押
印
を
省
略
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

」又
は
「

記
名
押
印
に
つ
い
て
は
、
署
名
を
す
る
場
合
、
押
印
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

」を
削

る
。





様
式
第
十
三
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

令和年月日 月曜日 (号外特第号)官 報
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。こ
の
場
合
に
お
い
て
、署
名
は
必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」

を
削
り
、

「
２
指
定
契
約
電
力
」

を「
１
指
定
契
約
電
力
」

に
、

「
３
用
紙
の
」

を「
２
用
紙
の
」

に
改
め
、

様
式
第
六
中
「印

」
及
び
「１

氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
署
名
は
必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」を
削
り
、

「
２
他
の
」

を「
１
他
の
」

に
、

「
３

電
気
の
」

を「
２
電
気
の
」

に
、

「
４
電
気
の
」

を「
３
電
気
の
」

に
、

「
５
用
紙
の
」

を「４
用
紙
の
」

に
改
め
、
同
様
式
別
紙
一
中
「印

」
及
び
「１

氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
署
名
は
必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」を
削
り
、「２

所
定
の

」
を
「１

所
定
の

」
に
、「３

用
紙
の

」
を
「２

用
紙
の

」
に
改
め
、
様
式
七
中
「印

」
及
び
「１

氏
名
を
記
載
し
、

押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
署
名
は
必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も

の
と
す
る
。

」を
削
り
、「２

用
紙
の

」
を
「用

紙
の

」
に
改
め
る
。

（
電
気
事
業
者
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
調
達
に
関
す
る
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
費
用
負
担
調
整
機
関

に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
八
十
八
条

電
気
事
業
者
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
調
達
に
関
す
る
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
費
用
負
担

調
整
機
関
に
関
す
る
省
令
（
平
成
二
十
三
年
経
済
産
業
省
令
第
六
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
一
か
ら
様
式
第
七
ま
で
中
「印

」
を
削
り
、「日

本
工
業
規
格

」
を
「日

本
産
業
規
格

」
に
改
め
る
。

（
電
気
事
業
者
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
調
達
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
八
十
九
条

電
気
事
業
者
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
調
達
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
平
成
二

十
四
年
経
済
産
業
省
令
第
四
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
一
か
ら
様
式
第
七
ま
で
、
様
式
第
十
九
及
び
様
式
第
二
十
中
「実

印

」
及
び
「及

び
代
表
者
の
登
記
印

」

を
削
り
、
様
式
第
八
か
ら
様
式
第
十
二
ま
で
及
び
様
式
第
十
七
中
「実

印
」
を
削
り
、
様
式
第
十
四
中
「

印

」
を

削
る
。

（
経
済
産
業
省
関
係
産
業
競
争
力
強
化
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
九
十
条

経
済
産
業
省
関
係
産
業
競
争
力
強
化
法
施
行
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
一
、
様
式
第
四
及
び
様
式
第
二
十
七
中
「印

」
及
び
「１

．
記
名
押
印
に
つ
い
て
は
、
氏
名
を
自
署
す
る

場
合
、
押
印
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

」を
削
り
、「２
．
用
紙

」
を
「用

紙

」
に
改
め
る
。

（
電
気
事
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
九
十
一
条

電
気
事
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置
に
関
す
る
省
令
（
平
成
二
十
七
年

経
済
産
業
省
令
第
五
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
八
、
様
式
第
十
一
か
ら
様
式
第
十
五
ま
で
及
び
様
式
第
十
八
か
ら
様
式
第
二
十
ま
で
中
「印
」
及
び
「２

氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
署
名
は
必
ず

本
人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」を
削
り
、「附

則
第
16条
第
３
項

」
を
「附

則
第
16条
第
４
項

」
に
、「１

用
紙

」

を
「用

紙

」
に
改
め
、
様
式
第
十
七
及
び
様
式
第
二
十
一
中
「印

」
及
び
「２

氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と

に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
署
名
は
必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」を

削
り
、「１

用
紙

」
を
「用

紙

」
に
改
め
る
。

（
電
気
事
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
九
十
二
条

電
気
事
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置
に
関
す
る
省
令
（
平
成
二
十

八
年
経
済
産
業
省
令
第
三
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
二
、
様
式
第
五
及
び
様
式
第
十
中
「印

」
及
び
「２

氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署

名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
署
名
は
必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」を
削
り
、「１

用
紙

」
を
「用

紙

」
に
改
め
、
様
式
第
七
中
「印

」
及
び
「３

氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
署
名
は
必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」を
削
る
。


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様
式
第
十
七
及
び
様
式
第
十
八
中
「

」
及
び
「２

氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
署
名
は
必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」を
削
り
、「１

用
紙

」
を

「用
紙

」
に
改
め
る
。

（
国
際
相
互
承
認
に
係
る
容
器
保
安
規
則
の
一
部
改
正
）

第
九
十
三
条

国
際
相
互
承
認
に
係
る
容
器
保
安
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
五
中
「

」
及
び
「４

氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
署
名
は
必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」を
削
り
、
様
式
第
八
及
び
様
式
第
十
二
中「

」

及
び
「２

氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
署

名
は
必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」を
削
り
、「１

こ
の

」
を
「こ

の

」
に
改
め
、
様
式
第
十
六
か
ら
様
式

第
二
十
一
ま
で
中
「署

名
」
を
削
る
。

（
情
報
処
理
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
九
十
四
条

情
報
処
理
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十
八
年
経
済
産
業
省
令
第
百
二
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
五
、
様
式
第
六
、
様
式
第
八
か
ら
様
式
第
十
ま
で
、
様
式
第
十
五
及
び
様
式
第
十
八
中
「印

」
を
削
り
、

様
式
第
十
六
及
び
様
式
第
十
七
中
「印

」
を
削
り
、
こ
れ
ら
の
様
式
（
記
載
要
領
）
２
．
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２
．「
住
所
」
欄
は
、
一
般
事
業
主
が
法
人
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
を
記
載
す
る
こ

と
。

（
原
子
力
損
害
賠
償
・
廃
炉
等
支
援
機
構
の
廃
炉
等
積
立
金
管
理
等
業
務
に
係
る
業
務
運
営
並
び
に
財
務
及
び
会
計

に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
九
十
五
条

原
子
力
損
害
賠
償
・
廃
炉
等
支
援
機
構
の
廃
炉
等
積
立
金
管
理
等
業
務
に
係
る
業
務
運
営
並
び
に
財
務

及
び
会
計
に
関
す
る
省
令
（
平
成
二
十
九
年
経
済
産
業
省
令
第
七
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
記
様
式
一
中
「

」
及
び
「３

氏
名
を
記
載
し
、
押
印
す
る
こ
と
に
代
え
て
、
署
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
署
名
は
必
ず
本
人
が
自
署
す
る
も
の
と
す
る
。

」を
削
る
。

（
経
済
産
業
省
関
係
生
産
性
向
上
特
別
措
置
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
九
十
六
条

経
済
産
業
省
関
係
生
産
性
向
上
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
平
成
三
十
年
経
済
産
業
省
令
第
三
十
三
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
一
及
び
様
式
第
二
中
「

」
を
削
り
、
様
式
第
三
及
び
様
式
第
五
中
「

」
及
び
「１

記
名
押
印
に
つ

い
て
は
、
氏
名
を
自
署
す
る
場
合
、
押
印
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

」を
削
り
、「２

用
紙

」
を
「用

紙

」
に
改

め
、
様
式
第
四
、
様
式
第
四
の
二
、
様
式
第
六
及
び
第
六
の
二
中
「

」
及
び
「２

記
名
押
印
に
つ
い
て
は
、
氏

名
を
自
署
す
る
場
合
、
押
印
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

」を
削
り
、「３

用
紙

」
を
「用

紙

」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て「
旧
様
式
」と
い
う
。）

に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
（
第
九
十
二
条
に
よ
る
改
正
前
の
電
気
事
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
の

施
行
に
伴
う
経
過
措
置
に
関
す
る
省
令
様
式
第
十
三
を
除
く
。）は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の

と
み
な
す
。

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
（
第
九
十
二
条
に
よ
る
改
正
前
の
電
気
事
業
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
等
の
法
律
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置
に
関
す
る
省
令
様
式
第
十
三
を
除
く
。）に
つ
い
て
は
、当
分
の
間
、

こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。




